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右／大宮町の内山ブナ林散策道から見える風景
上／木々の実りは人々に季節の移り変わりを告げる
下／森の間を流れる小川。森林に降った雨はミネラ
　　ルを含んだ水となり、海まで流れていく
左／間伐などの整備が行き届き、太陽の光が根元ま
　　で届く理想的な人工林。さまざまな低木や植物
　　が生い茂る

2014.103 2014.10 2

森も

林り

に
ヒ
カ
リ
を

　
私
た
ち
は
遠
い
昔
か
ら
、
住
宅
や
家
具
、
燃
料

な
ど
、
森
林
か
ら
恵
み
を
授
か
り
、
暮
ら
し
て
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
時
代
の
変
化
の
中
で
、
荒
れ
た

森
林
が
増
加
し
て
お
り
、
外
か
ら
見
る
と
豊
か
に

見
え
る
森
林
も
、
一
歩
中
に
入
る
と
太
陽
の
光
が
届

か
ず
、
薄
暗
い
場
所
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま

放
置
す
る
と
、森
林
の
持
つ
本
来
の
機
能
が
失
わ
れ
、

山
崩
れ
や
土
石
流
、
洪
水
な
ど
の
災
害
が
起
こ
る

危
険
性
も
高
く
な
り
ま
す
。
私
た
ち
に
で
き
る
こ

と
は
何
な
の
か
―
。
今
回
の
特
集
は
、
森
林
の
抱
え

る
課
題
や
ヒ
カ
リ
の
差
し
込
む
豊
か
な
森
を
取
り

戻
そ
う
と
奮
闘
す
る
人
た
ち
を
紹
介
し
ま
す
。

京
都
府
の
林
業
統
計
（
平
成
25
年
度
版
）

に
よ
る
と
、
本
市
の
森
林
面
積
は
約

３
万
７
千
㌶
（
東
京
ド
ー
ム
約
７
８
７
２
個

分
）
で
、
総
面
積
に
占
め
る
割
合
は
、
74
・

２
㌫
と
な
っ
て
い
ま
す
。
国
や
府
、
市
な
ど

が
管
理
す
る
国
営
・
公
営
林
は
10
㌫
程
度
で
、

多
く
は
個
人
や
会
社
な
ど
が
所
有
す
る
民
有

林
で
す
。

　

森
林
に
は
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
な
ど
木
材
生

産
を
目
的
と
し
て
人
が
植
樹
し
た
人
工
林
と
、

主
に
自
然
の
力
に
よ
っ
て
成
り
立
っ
た
天
然

林
※
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
本
市
に
お
け
る
人

工
林
の
割
合
は
26
・
３
㌫
と
な
っ
て
お
り
、

他
の
地
域
と
比
べ
て
低
い
の
が
特
徴
で
す（
全

国
平
均
41
㌫
、
府
平
均
38
㌫
）。

　

近
年
の
木
材
価
格
の
低
迷
に
よ
る
整
備
意

欲
の
低
下
や
、
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
な
ど

に
よ
り
、
手
入
れ
が
行
届
か
ず
放
置
さ
れ
た

人
工
林
が
増
加
し
、
公
益
的
機
能
の
低
下
を

招
い
て
い
ま
す
。
ま
た
、
人
工
林
の
多
く
は
、

整
備
を
行
う
た
め
に
必
要
な
林
道
や
作
業
道

の
開
設
が
困
難
な
状
況
と
な
っ
て
い
ま
す
。

森
林
面
積
の
約
70
㌫
を
占
め
る
天
然
林
（
里

山
林
）
で
も
、
薪
や
炭
な
ど
へ
の
利
用
が
衰

退
し
、
集
落
住
民
に
よ
る
利
用
を
通
じ
た
整

備
が
行
わ
れ
な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
の
「
森
林
・
林
業
に
関
す
る
世
論
調
査
」

に
よ
る
と
、
国
民
が
森
林
に
求
め
る
役
割
は
、

ひ
と
昔
前
ま
で
、
も
っ
ぱ
ら
木
材
生
産
で
し
た

が
、
近
年
で
は
、
洪
水
や
土
砂
崩
れ
な
ど
の

災
害
や
地
球
温
暖
化
の
防
止
が
上
位
に
。
ま

た
、
森
林
浴
な
ど
心
身
の
癒
し
・
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
の
場
と
し
て
も
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
内
の
林
業
従
事
者
が
年
々
減
少
し
て
い

く
中
、
こ
れ
ら
の
か
け
が
え
の
な
い
機
能
を

未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
に
は
、
行
政

に
よ
る
計
画
的
な
整
備
だ
け
で
な
く
、
地
域

全
体
で
森
林
の
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
考
え

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
こ
こ
で
い
う
天
然
林
に
は
、
主
に
燃
料
や
資
材
利

用
の
た
め
に
伐
採
を
行
っ
て
き
た
里
山
林
と
、
人
の

手
が
ま
っ
た
く
入
っ
て
い
な
い
原
生
林
の
２
種
類
を

指
し
ま
す
。

森
林
の
役
割

特 集

9 月１５日は敬老の日。網野町の片西さ
ん宅では、おばあちゃん（小梅さん）に
日頃の感謝を伝えようと、ひ孫の陽

ひ

依
より

ちゃ
ん・陽

はる

音
ね

ちゃん姉妹が、手描きの似顔絵
をプレゼント。妹の陽音ちゃんは少し恥
ずかしそうにはにかみながら、「おばあ
ちゃんありがとう」と手渡していました。
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※
農
林
水
産
省
ホ
ー
ム

　
ペ
ー
ジ
か
ら
引
用

その１

◎
水
を
守
り
、
土
と
山
を
守
る

（
水
源
の
か
ん
養
、
土
壌
保
全
）

　

葉
や
木
や
根
、
地
面
に
落
ち
た
腐

　

葉
土
な
ど
に
水
を
貯
め
る
こ
と
で

　

洪
水
や
土
砂
崩
れ
を
防
い
で
く
れ

　
ま
す
。

その２

◎
地
球
の
大
気
を
守
る

　
空
気
中
の
二
酸
化
炭
素
を
吸
収
し
、

　

酸
素
を
排
出
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

　
地
球
温
暖
化
を
防
い
で
く
れ
ま
す
。

その３

◎
生
物
の
多
様
性
を
守
る

　

微
生
物
か
ら
高
等
生
物
ま
で
多
種

　

多
様
な
生
命
を
支
え
、
貴
重
な
遺

　
伝
子
資
源
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

その4

◎
林
産
物
を
供
給

　

木
材
や
紙
の
原
料
、
山
菜
な
ど
の

　

食
糧
、
薪
や
炭
と
い
っ
た
燃
料
な

　

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
産
物
を
供
給
し

　
て
く
れ
ま
す
。

その５

◎
快
適
な
環
境
を
つ
く
る

　
さ
ま
ざ
ま
な
汚
染
物
質
や
騒
音
を

　

吸
収
し
、
景
観
を
保
ち
、
都
市
の

　
温
暖
化
を
緩
和
し
て
く
れ
ま
す
。

その６

◎
人
に
安
ら
ぎ
を
与
え
る

　
森
林
浴
や
散
策
、レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

　

ン
の
場
と
し
て
、
人
に
安
ら
ぎ
を

　
与
え
て
く
れ
ま
す
。

その７

◎
文
化
を
伝
え
る

　
伝
統
文
化
を
支
え
、
環
境
・
自
然

　
教
育
の
場
を
提
供
し
て
く
れ
ま
す
。
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Sakae Ooe

大 江

栄

▲上／森に人や運搬車などが入りやすくな
　　　るよう、災害に強く崩れにくい構造
　　　の作業道を開設。
　下／フォワーダと呼ばれる林業機械で間
　　　伐材を搬出。

▲細心の注意を払って行われる急傾斜地の
　間伐作業。

森
林
組
合
は
森
林
所
有
者
が
出
資

し
、
組
合
員
と
な
っ
て
組
織
す
る

協
同
組
合
で
す
。
皆
さ
ん
に
良
質
な
木

材
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、森
林
を
守
っ

て
い
く
た
め
、
森
林
所
有
者
か
ら
依
頼

を
受
け
て
整
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
森
林
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
必
要

な
の
は
、
と
に
か
く
人
が
手
を
掛
け
て

や
る
こ
と
。「
木
を
伐
採
す
る
こ
と
は

自
然
破
壊
だ
」
と
い
う
考
え
は
大
間
違

い
で
す
。
林
業
の
仕
事
は
、
①
植
林
②

下
刈
り
③
枝
打
ち
・
除
伐
④
間
伐
⑤
伐ば

つ

木ぼ
く

・
造
材
・
搬
出
の
順
に
行
わ
れ
、
こ

の
サ
イ
ク
ル
は
世
代
を
越
え
て
継
承
さ

れ
ま
す
（
次
㌻
参
照
）。
家
屋
の
柱
に
使

え
る
よ
う
な
太
い
良
材
を
育
て
る
た
め

に
は
、
成
長
過
程
で
過
密
に
な
っ
た
人

工
林
を
適
切
な
密
度
に
間
引
き
す
る
定

期
的
な
間
伐
作
業
が
必
要
不
可
欠
。
間

伐
が
行
き
届
き
、
太
陽
の
光
が
差
し
込

む
森
で
は
、
枝
葉
を
広
げ
た
健
全
な
木

の
成
長
が
促
さ
れ
、
二
酸
化
炭
素
も
た

く
さ
ん
吸
収
し
ま
す
。
ま
た
、根
を
し
っ

か
り
と
張
る
の
で
土
砂
災
害
を
防
ぐ
効

果
が
期
待
で
き
る
ほ
か
、
下
草
や
低
い

木
が
生
え
、
下
層
植
生
も
豊
か
に
な
り

ま
す
。

　

京
丹
後
市
の
人
工
林
は
、
戦
後
一
斉

に
植
林
さ
れ
た
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
林
が
多

く
、
ち
ょ
う
ど
今
、
間
伐
期
を
迎
え
て

い
ま
す
。
し
か
し
、
高
齢
化
や
山
の
整

備
へ
の
関
心
が
薄
れ
、
そ
の
多
く
が
放

置
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
背
景
と
し
て

は
、
昭
和
55
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
今
は
半

分
以
下
の
値
段
に
な
っ
て
い
る
木
材
価

森
林
を
守
り
、
育
て
る
。

林
業
の
現
場
か
ら

時
代
の
変
化
と
と
も
に
大
き
な
転
換
期
を
迎
え
て
い
る

林
業
の
現
場
。先
人
た
ち
か
ら
引
き
継
が
れ
た
森
と
日
々

向
き
合
い
、
専
門
的
な
技
術
で
守
り
、
育
て
て
い
る
丹

後
地
区
森
林
組
合
の
大
江
栄
参
事
を
訪
ね
た
。

丹後地区森林組合　本所

◎住所／京丹後市弥栄町吉沢940番地
◎電話／0772−65−4670

森林を愛する若き担い手たちの思い。

丹後地区森林組合
中村 俊彦 さん（久美浜町・24歳）

丹後地区森林組合
入江 和子 さん（弥栄町・34歳）

　大学で木や森林について学んだ知
識を生かし、地元丹後の森林を守ろ
うと、昨年４月から組合で働いてい
ます。現在は主に、森林経営計画の
策定業務を担当し、地元の皆さんと
の調整などを行っています。仕事を
通して感じたことは、地元の特に年配の方には、今の森林に対し
て危機感を持っている人が多いということ。昔とは全く異なる森
林の様子を直に見ているからだと思います。しかし、境界が不明
確化し、どこが自分の山かも分からないため、個人の力では整備
が困難な状況です。今後、集落林業の取り組みを市内全域に広げ、
健全な森を次の世代に引き継いでいきたいです。

　もともと山登りが好きで、丹後で
もよく登山を楽しんでいました。そ
んなとき、ふと山道から見える森を
見てみると、木が折れていたり、枯
れていたりするのが目に付きました。

「このままでは大好きな山が危ない」
と思い、昨年６月、組合の門をたたきました。
　現場作業を１年間経験。危険が伴う力仕事が多く、女性では難
しいこともありますが、自然の中での作業は楽しく、気持ちの良
いものでした。現在は、事務の仕事をしていますが、週末にはで
きるだけ時間を作り、チェーンソーを持って木を伐りにいきたい
と思っています。

特集  森
も

林
り

にヒカリを 特集  森
も

林
り

にヒカリを

格
の
低
迷
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、

集
落
周
辺
の
里
山
林
は
、
人
が
入
ら
な

く
な
っ
た
こ
と
で
荒
れ
果
て
、
獣
害
の

温
床
と
な
っ
て
い
る
ほ
か
、
景
観
の
悪

化
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

現
在
組
合
で
は
、
森
林
を
集
約
化
、

団
地
化
す
る
組
織
を
つ
く
り
、
共
同
で

森
林
整
備
を
行
う
「
集
落
林
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、
森

林
所
有
者
個
人
が
行
っ
て
き
た
森

林
整
備
を
、
集
落
な
ど
の
ま
と
ま
っ

た
面
積
で
実
施
す
る
こ
と
で
、
効
率

化
を
図
ろ
う
と
す
る
も
の
で
す
。
森

林
所
有
者
を
明
確
に
し
、
合
意
の

も
と
で
、
作
業
道
の
開
設
や
間
伐
・

改
良
な
ど
の
整
備
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

こ
の
集
落
林
業
に
取
り
組
む
た
め
に
必

要
な
森
林
経
営
計
画
の
策
定
支
援
も

行
っ
て
い
ま
す
の
で
、
森
林
整
備
に
お
困

り
の
方
は
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

森
の
仕
事
と
い
う
と
、
昔
な
が
ら
の

「
木
こ
り
」
を
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
が
、
機
械
化
が
進
ん
で
い
る

た
め
、
大
型
の
重
機
を
使
い
こ
な
す
さ

ま
ざ
ま
な
技
能
と
資
格
が
必
要
で
す
。

数
年
間
の
研
修
を
経
て
や
っ
と
一
人
前
に

な
り
ま
す
。
林
業
従
事
者
の
高
齢
化
が

進
む
中
、
次
代
の
担
い
手
を
育
成
し
て

い
く
こ
と
も
私
た
ち
の
重
大
な
使
命
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
は
森
林
に
入
り
や
す
く
す
る
こ

と
。
そ
し
て
地
域
の
人
た
ち
が
気
持
ち

よ
く
生
活
で
き
る
環
境
を
目
指
し
、
皆

さ
ん
と
共
に
力
を
合
わ
せ
て
整
備
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

林
業
の
サ
イ
ク
ル

②
下
刈
り

　

苗
木
よ
り
背
の
高
い
草
木
を

　

刈
り
取
り
、
日
光
を
遮
ら
な

　
い
よ
う
調
整
す
る
。

④
間
伐

過
密
に
な
っ
た
森
の
木
を
間

引
く
作
業
。
木
の
成
長
に
合

わ
せ
て
約
10
年
周
期
で
行

う
。
成
長
の
悪
い
木
や
曲

が
っ
た
木
を
選
ん
で
伐き

る

「
定
性
間
伐
」
や
、「
列
状
間

伐
」
な
ど
い
く
つ
か
の
方
法

が
あ
る
。

③
枝
打
ち
・
除じ

ょ

伐ば
つ

節
が
少
な
い
材
木
を
作
る
た 

め
、
枝
を
刈
り
取
る
作
業
。

雑
木
な
ど
も
伐
採
す
る
。

①
植
林

地じ

拵ご
し
ら

ええ

※
後
の
山
に
苗
を
植

林
。
１
㌶
に
約
２
５
０
０
本

の
木
を
植
え
る
。

※
雑
草
な
ど
を
取
り
除
き
苗
木
の

生
育
環
境
を
整
え
る
作
業
。

⑤
伐
木
・
造
材
・
搬
出

伐
採
し
た
木
は
用
途
に
合
わ

せ
て
、
規
定
の
長
さ
に
切
っ

て
搬
出
し
、
市
場
へ
出
荷
す

る
。

集落林業で
効率的な
森林整備を。
丹後地区森林組合　参事

大 江　栄さん
（丹後町・59歳）
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植
林
か
ら
木
を
使
う
時
代
へ
。

古
く
か
ら
人
々
の
暮
ら
し
を
支
え
て
き
た
森
林
。
改
め

て
木
の
魅
力
を
見
直
し
、
燃
料
や
家
具
と
し
て
の
利
用

を
促
進
す
る
こ
と
で
、
森
林
の
保
全
、
地
域
の
活
性
化

に
つ
な
げ
よ
う
と
取
り
組
む
人
た
ち
に
話
を
伺
っ
た
。

久
美
浜
湾
で
カ
キ
の
養
殖
を
し

て
50
年
、
高
校
卒
業
以
来

一
年
も
か
か
さ
ず
続
け
て
き
ま
し

た
。
こ
の
仕
事
を
続
け
て
き
て
、
つ

く
づ
く
感
じ
る
こ
と
は
、『
豊
か
な

森
が
な
い
と
、
質
の
良
い
カ
キ
は

育
た
な
い
』
と
い
う
こ
と
。
先
般
、

「
K
Y
O
T
O
地
球
環
境
の
殿
堂
」

に
選
ば
れ
た
、
岩
手
県
気
仙
沼
市

の
N
P
O
法
人
「
森
は
海
の
恋
人
」

理
事
長
の
畠は

た
け

山や
ま

重し
げ

篤さ
と

さ
ん
も
、「
森

で
培
わ
れ
る
豊
か
な
滋
養
分
が
川

を
通
じ
て
海
に
流
れ
込
み
、
海
の
豊

か
さ
と
な
っ
て
海
の
生
き
物
を
育
て

る
」
と
植
林
や
子
ど
も
た
ち
へ
の
環

境
教
育
な
ど
に
取
り
組
ま
れ
て
い
ま

す
。

　
近
年
、
湾
の
環
境
は
大
き
く
変
化

し
て
き
て
い
ま
す
。
昔
は
そ
う
で
も

な
か
っ
た
の
で
す
が
、
大
雨
が
続
く

と
、
す
ぐ
に
泥
水
が
流
れ
込
み
、
一

面
が
茶
色
に
…
。昨
年
の
大
雨
で
は
、

海
の
淡
水
化
が
進
み
、
カ
キ
は
死
滅

し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
こ
れ
ら
は
、

“
緑
の
ダ
ム
”
と
呼
ば
れ
る
水
源
か

ん
養
機
能
の
低
下
が
要
因
と
し
て
考

え
ら
れ
ま
す
。

　
久
美
浜
町
は
、
農
家
や
漁
業
者
が

多
い
地
域
で
す
が
、
昔
か
ら
森
林
保

全
に
対
す
る
意
識
が
高
く
、「
林
業

研
究
会
」
と
い
う
組
織
で
、
先
進
地

視
察
な
ど
を
実
施
し
、
林
業
の
あ
り

方
や
森
林
保
全
に
つ
い
て
研
究
し
て

い
ま
す
。
現
在
ま
で
、
長
く
会
長
を

務
め
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、
平
成
24

森をキャンパスに学ぶ

上／森の教室で森林を観察
する子どもたち　下左／木
に登り枝打ちを体験　下右
／ノコギリの使い方を教わ
り、木の伐採に挑戦

自宅前のいかだで、今年のカキの出来具合を見る藪下さん

大宮町の内山ブナ林

　
森
林
に
は
天
然
林
か
ら
人
工
林

に
至
る
ま
で
さ
ま
ざ
ま
な
種
類
が

あ
り
ま
す
。
そ
の
機
能
も
水
土
保

全
機
能
か
ら
木
材
生
産
機
能
に
至

る
ま
で
多
様
で
す
。
京
丹
後
市
内

の
天
然
林
と
し
て
は
、
内
山
の
ブ

ナ
林
が
有
名
で
す
。
こ
の
ブ
ナ
林

は
昔
は
薪
炭
林
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
た
も
の
で
、
里
山
ブ
ナ
林
に

分
類
さ
れ
ま
す
。
樹
形
は
、
伐
採

の
繰
り
返
し
に
よ
り
「
あ
が
り
こ
」

と
呼
ば
れ
る
特
異
な
形
体
を
呈
し

て
い
ま
す
。
丹
後
半
島
を
南
北
に

流
れ
る
宇
川
は
、
天
然
ア
ユ
が
遡

上
す
る
川
と
し
て
知
ら
れ
、
国
語

の
教
科
書
に
も
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

大
宮
町
は
京
都
府
の
絶
滅
寸
前
種

で
あ
る
ア
ベ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ
オ
が

発
見
さ
れ
た
所
で
す
。
こ
の
よ
う

に
丹
後
の
天
然
林
は
豊
か
な
自
然
を

残
し
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
ス
ギ
や
ヒ
ノ
キ
の
人
工
林

に
つ
い
て
は
、
府
内
の
他
地
域
と
比

較
す
る
と
、
木
質
資
源
と
し
て
の
成

熟
度
も
低
く
、
ま
と
ま
っ
て
利
用
で

き
る
量
も
少
な
い
で
す
。
し
か
し
、

こ
の
こ
と
は
、
逆
に
、
利
点
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
過
去
に
縛
ら
れ
る
こ
と

な
く
創
意
工
夫
を
発
揮
す
る
こ
と
が

で
き
る
か
ら
で
す
。「
京
丹
後
木
の

駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
や
最
近
竣
工
し

た
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施
設
な
ど

は
、
そ
の
表
れ
で
す
。
地
域
で
使
用

す
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
地
産
地
消
し
よ

う
と
い
う
試
み
で
あ
り
、
極
め
て
堅

実
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。

　
京
都
府
立
大
学
は
地
域
貢
献
型
特

別
研
究
と
し
て
、
京
丹
後
市
内
の
森

林
資
源
の
「
見
え
る
化
」
や
供
給
可

能
量
の
推
定
等
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。
こ
れ
か
ら
も
森
林
の
保
全
と
利

活
用
に
つ
い
て
学
術
面
で
協
力
を
続

け
、
京
丹
後
の
豊
か
な
森
林
を
次
世

代
に
引
き
継
い
で
い
け
れ
ば
と
願
っ

て
い
ま
す
。

京
都
府
立
大
学

田
中 

和
博  

副
学
長

京
丹
後
市
の
森
林
の
保
全
と

利
活
用
に
期
待
し
て

コラム

特集  森
も

林
り

にヒカリを

Hiroshi 
Yabushita

藪

普
下

史

年
度
に
始
ま
っ
た
「
京
丹
後
市
木

の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
に
も
実
行
委

員
長
と
し
て
参
加
し
て
い
ま
す
。

　

木
の
駅
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
高

知
県
の
N
P
O
が
始
め
た
間
伐
材

と
地
域
通
貨
の
交
換
シ
ス
テ
ム
を
、

全
国
ど
こ
で
も
導
入
で
き
る
よ
う

標
準
化
し
た
も
の
。
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー

と
軽
ト
ラ
ッ
ク
が
あ
れ
ば
誰
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
森
林
所
有
者
の

許
可
を
得
て
木
を
伐
採
し
、
市
内

３
カ
所
い
ず
れ
か
の
木
の
駅
に
出

荷
。
そ
の
重
量
に
応
じ
て
地
域
通

貨
（
モ
リ
券
）
を
受
け
取
り
、
市

内
の
登
録
店
舗
で
買
い
物
を
す
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
本
市
で
は
、
木
の
駅
の
一
つ
で
も

あ
る
、
木
質
バ
イ
オ
マ
ス
供
給
施

設
（
大
宮
町
森
本
）
が
今
年
６
月

に
竣
工
。
集
ま
っ
た
木
材
は
、
こ
こ

で
チ
ッ
プ
に
加
工
さ
れ
、
燃
料
や
製

紙
原
料
用
と
し
て
有
効
活
用
さ
れ

木の駅プロジェクトの仕組み
出荷者は切り出した木（間伐材）を木の駅に出荷し、
事務局から6,000円／㌧の地域通貨（モリ券）を
受け取って登録店舗で買い物。モリ券が循環すれ
ばするほど、地域経済と森が元気になる仕組みで
す。出荷者、店舗としての登録は事務局まで。

出荷者

店　舗

木の駅 PJ
実行委員会
事務局

（農林整備課
☎ 69-0430）

登録→木の
駅に出荷

モリ券で買い物

ま
す
。
実
際
に
市
内
の
温
泉
施
設

で
は
、
チ
ッ
プ
を
燃
料
と
し
た
ボ

イ
ラ
ー
が
導
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
は
、
年
間
で
約

１
６
０
㌧
の
木
材
が
集
ま
り
ま
し

た
が
、
ま
だ
ま
だ
木
を
切
る
人
が

不
足
し
て
い
ま
す
。
実
行
委
員
会

で
は
、
森
林
に
関
心
を
持
っ
て
も

ら
お
う
と
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
講
習

会
を
定
期
的
に
開
催
し
て
い
る
ほ

か
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
に

森
の
役
割
を
学
ん
で
も
ら
う
「
森

の
教
室
」
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

　
地
元
の
木
材
を
地
元
で
消
費
で

き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
、
森
林

を
守
る
循
環
が
生
ま
れ
ま
す
。
こ

の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、
木

を
切
る
人
、使
う
人
の
輪
を
広
げ
、

森
を
“
地
域
の
宝
”
と
し
て
残
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

１．木の駅プロジェクトの開始式
典に集まった軽トラックの列　２．
６月に竣工した木質バイオマス供
給施設　３. 市内 97 店舗で利用で
きるモリ券（8月末現在）　４．工
場で生産された木質チップ　５．
木の皮などを粉砕したバーク。堆
肥などとして利用

１２

３４５

木の駅
プロジェクトで
森を地域の宝に。
木の駅プロジェクト実行委員長

　藪下  普
ひろ

史
し

さん
（久美浜町・72 歳）

森
の
恵
み
を
生
か
す

出荷伝票

モリ券

モリ券

現金
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◎住所／京丹後市大宮町三坂141番地の1
◎電話／0772−68−0188

Minoru Kuwahara

桒
稔

原

特集  森
も

林
り

にヒカリを 特集  森
も

林
り

にヒカリを

右上／桒原さんの窯で焼いた黒炭　右下／山小屋「夢丹後の杜」。電気は通ってお
らず、昔ながらの里山暮らしが体験できる　左上／炭出しを行う桒原さんと妻の節
子さん。山へ入り木を伐る作業から全て２人で行う　左下／夢丹後の杜を拠点に農
業の研修を受けている井上浩次さん（左）と松田理沙さん（共に滋賀県出身）

松

田
和
広

Kazuhiro
Matsuda

拓

里山を守る
生き方のできる
炭焼き職人
でありたい。
丹後木炭　炭焼丸太小屋

桒原　稔さん（丹後町・62 歳）

まきストーブを
普及し森林整備
につなげたい。 平

成
２
年
に
京
都
市
か
ら
丹
後

町
の
上
山
区
に
家
族
と
一
緒
に

移
住
。
春
か
ら
夏
に
か
け
て
は
農
業
、

秋
か
ら
冬
に
か
け
て
は
炭
焼
き
を
し

な
が
ら
生
活
し
て
い
ま
す
。

　

炭
焼
き
は
、
ま
ず
山
に
入
っ
て
木

を
伐
採
し
、
一
定
の
長
さ
に
切
り
揃
え

て
搬
出
す
る
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま
す
。

窯
で
の
作
業
は
、
窯
の
温
度
を
上
げ

る
「
口
焚
き
」
を
行
っ
た
後
、
原
木

に
点
火
し
炭
化
さ
せ
ま
す
。
消
火
も

含
め
る
と
12
日
程
度
で
炭
が
で
き
あ

が
り
ま
す
。
木
材
の
質
や
気
候
に
よ
っ

て
、
窯
に
入
れ
る
空
気
の
量
な
ど
が

変
わ
っ
て
く
る
た
め
、
長
年
の
勘
が
頼

り
。
こ
の
20
年
で
、
納
得
で
き
る
炭

が
焼
け
た
の
は
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
す
。

　

昔
の
炭
焼
き
は
、
山
の
中
に
炭
窯

を
設
置
し
て
周
辺
の
木
を
伐
り
、
木

が
な
く
な
る
と
山
の
中
を
移
動
し
、

15
～
20
年
で
元
の
森
に
戻
っ
て
来
る

と
い
う
手
法
で
し
た
。
そ
の
中
で
、
適

度
な
里
山
林
の
整
備
が
行
わ
れ
、
新

た
な
木
が
育
つ
と
い
う
循
環
が
成
り

立
っ
て
い
ま
し
た
。
丹
後
で
も
炭
焼

き
が
盛
ん
で
し
た
が
、
ガ
ス
や
電
気

に
よ
る
生
活
文
化
の
変
化
や
、
職
人

の
高
齢
化
も
進
ん
で
い
る
こ
と
か
ら
、

現
在
は
私
も
含
め
て
数
人
ほ
ど
に
…
。

山
に
入
る
人
も
少
な
く
な
り
、
森
林

の
荒
廃
が
進
ん
で
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
丹
後
の
山
々
の
豊
か

な
恵
み
、
人
と
の
繋
が
り
や
想
い
に

よ
っ
て
支
え
ら
れ
、
こ
の
生
活
を
続

け
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。
そ
の
中

で
学
び
得
た
こ
と
を
次
世
代
の
人
へ
伝

え
、
実
践
し
て
も
ら
お
う
と
、
数
年
前
、

自
然
と
の
共
生
を
体
験
す
る
拠
点
と
し

て
、
自
宅
近
く
に
山
小
屋
「
夢
丹
後
の

杜も
り
」
を
完
成
さ
せ
ま
し
た
。
仲
間
た
ち

と
共
に
、
近
く
の
山
か
ら
伐
り
出
し
た

間
伐
材
を
利
用
し
て
建
築
。
京
都
の
大

学
生
や
地
元
の
子
ど
も
た
ち
、
里
山
暮

ら
し
に
興
味
の
あ
る
若
者
な
ど
、
た
く

さ
ん
の
人
が
訪
れ
、
交
流
の
場
と
な
っ

て
い
ま
す
。
現
在
も
農
業
の
研
修
生
２

人
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

豊
か
な
森
を
守
っ
て
い
く
た
め
に

は
、
ま
ず
森
に
楽
し
み
を
見
つ
け
て
も

ら
う
こ
と
、
そ
し
て
、
森
の
現
状
に
気

付
い
て
も
ら
う
こ
と
が
大
切
。
保
全

へ
の
意
識
を
持
つ
こ
と
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
経
済
が
発
展
し
、
多
様
な
生
き
方

が
あ
る
今
に
お
い
て
も
、“
本
当
の
豊

か
さ
”
は
自
然
と
共
に
あ
る
生
活
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。
私
は
、
こ
れ
か
ら
も

里
山
を
守
る
生
き
方
の
で
き
る
炭
焼
き

職
人
で
あ
り
た
い
―
。

日
本
全
国
に
あ
る
広
大
な
森
林
。
こ

の
資
源
を
何
か
に
利
用
で
き
な
い

か
と
い
う
思
い
か
ら
父
が
考
案
し
た
の
が

「
き
ぶ
ろ
っ
く
」
で
す
。

　
「
き
ぶ
ろ
っ
く
」
は
、
地
元
の
木
材
を
ブ

ロ
ッ
ク
状
に
加
工
し
た
も
の
。
誰
で
も
簡

単
に
、
工
具
を
使
わ
ず
イ
ス
や
テ
ー
ブ
ル
、

棚
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
家
具
や
什
器
に
自

由
に
組
み
合
わ
せ
、
組
み
替
え
る
こ
と
が

で
き
る
、
D
I
Y
（
※
）
ア
イ
テ
ム
に
な
り

ま
す
。
材
料
に
は
、
地
元
や
国
産
の
木
を

使
用
。
金
具
や
ニ
ス
な
ど
の
塗
料
は
使
わ

ず
、
集
成
材
に
使
用
す
る
ボ
ン
ド
も
体
に

無
害
な
安
心
な
も
の
だ
け
で
製
造
し
て
お

り
、
木
、
本
来
の
に
お
い
や
触
っ
た
時
の

温
か
み
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
加
工
し
て

い
ま
す
。
家
族
み
ん
な
で
D
I
Y
を
楽

し
め
る
よ
う
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
京
丹
後
市
と
豊
岡
市
と
の
連
携

で
販
売
に
向
け
準
備
を
進
め
て
お
り
、
１

次
産
業（
林
業
）と
２
次
産
業（
加
工
業
者
）、

３
次
産
業
（
販
売
）
の
取
り
組
み
と
し
て
、

異
業
種
と
連
携
し
た
林
業
の
６
次
産
業
化

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
今
後
は
、イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
を
活
用
し
て
全
国
に
販
路
を
拡
大

し
普
及
さ
せ
て
い
く
こ
と
で
、
間
伐
材
の

有
効
活
用
を
促
進
し
、
日
本
の
森
林
を
元

気
に
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
普
及
や
、

森
林
資
源
の
有
効
活
用
が
注
目
さ

れ
、
改
め
て
、「
木
材
」
が
燃
料
と
し
て

見
直
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
弥
栄
町
で

織
物
業
を
営
む
宇
野
勝
さ
ん
と
共
同
で
、

ま
き
ス
ト
ー
ブ
『
金
剛
』
※
を
開
発
し
ま

し
た
。

　
東
日
本
大
震
災
の
報
道
で
、
災
害
時
に

対
応
で
き
る
ス
ト
ー
ブ
の
必
要
性
を
痛
感

し
た
宇
野
さ
ん
か
ら
、
提
案
を
受
け
て
独

自
開
発
し
た
も
の
。
ロ
ケ
ッ
ト
ス
ト
ー
ブ

の
原
理
を
採
用
し
、
上
昇
気
流
を
利
用
し

て
燃
焼
効
率
を
高
め
た
環
境
に
や
さ
し
い

構
造
と
な
っ
て
い
ま
す
。
厚
さ
４・
５
㍉

の
鉄
を
使
っ
て
耐
久
性
を
持
た
せ
、
送
り

込
む
空
気
の
加
減
で
火
力
の
調
整
が
で
き

ま
す
。
ヤ
ニ
が
出
る
た
め
、
一
般
に
は
ま

き
に
向
か
な
い
と
さ
れ
る
針
葉
樹
の
間
伐

材
の
ほ
か
、
廃
材
や
竹
な
ど
も
燃
料
に
す

る
こ
と
が
可
能
で
す
。今
後
は
、老
人
ホ
ー

ム
な
ど
の
施
設
に
も
対
応
で
き
る
、
大
型

の
も
の
も
開
発
予
定
で
す
。

　
ま
き
ス
ト
ー
ブ
が
普
及
し
て
い
く
こ
と

で
、
木
材
の
活
用
が
進
み
、
森
林
整
備
に

も
つ
な
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

株式会社  ホムスビ
代表取締役　松田 和広さん

（網野町・52）

下

谷

也

Takuya
Shimotani 拓

株式会社  ホムスビ

株式会社  ネクストクラブ

◎住所／京丹後市峰山町浪花５番地
◎電話／0772−69−5515

※D
o It Yourself

の
略
。
自
分
の
手
で
よ
り

快
適
な
生
活
空
間
を
作
ろ
う
と
す
る
考
え
方
。

※
弥
栄
町
に
あ
る
「
金
剛
童
子
山
」

に
ち
な
ん
で
命
名
。

林業の
６次産業化で
森を元気に。
株式会社  ネクストクラブ

代表取締役　下谷 拓也さん
（丹後町・25 歳）
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「
経
ヶ
岬
～
弥
栄
～
峰
山
」
間
が
直
通
・
２
０
０
円
で
利
用
可
能
に

公共交通
　
市
内
の
公
共
交
通
の
あ
り
方
に

つ
い
て
考
え
る
「
京
丹
後
市
公
共

交
通
会
議
」
が
８
月
26
日
、
京
丹

後
市
役
所
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
議
で
は
、
10
月
１
日
に
運
行

開
始
を
目
指
す
、
丹
海
バ
ス
の
新

路
線
「
丹
後
峰
山
線
」
な
ど
に
つ

い
て
協
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
丹
後
町
域
か
ら
峰
山

市
街
に
行
く
に
は
（
そ
の
逆
も
同

様
に
）、
網
野
町
を
経
由
す
る
海

岸
線
も
し
く
は
、
間
人
線
へ
の
乗

り
継
ぎ
が
必
要
で
し
た
。

　
新
路
線
の
運
行
が
決
定
し
た
こ

と
に
よ
り
、
時
間
短
縮
や
乗
車
料

金
の
軽
減
が
実
現
し
ま
す
。
ま
た
、

半
島
周
遊
観
光
の
公
共
交
通
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
強
化
に
つ
な
が
り
ま
す
。

成美大キャンパスで講義を聴く受講生

安全安心

米
軍
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に
伴
い

３
回
目
の
環
境
影
響
調
査

　
防
衛
省
は
、
レ
ー
ダ
ー
の
環
境

へ
の
影
響
を
調
査
す
る
た
め
、
８

月
30
、
31
の
両
日
、
経
ヶ
岬
分
屯

基
地
周
辺
で
今
年
３
回
目
の
騒
音

調
査
を
行
い
ま
し
た
。

　
調
査
は
前
回
と
同
じ
、
袖
志
農

民
研
修
施
設
、
穴
文
殊
バ
ス
停
留

所
付
近
、
尾
和
区
有
地
の
３
カ
所

で
実
施
。
30
日
午
後
７
時
か
ら
24

時
間
測
定
し
ま
し
た
。

　

調
査
結
果
に
つ
い
て
は
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
で
公
表
し
ま

す
。

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
成
立

合
併
特
例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
へ
２
億
５
千
万
円
を
追
加

財政

自
動
車
）
タ
ク
シ
ー
の
導
入
を
加

え
た
新
し
い
公
共
交
通
体
系
づ
く

り
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
ま
ち
の

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
構
築
の
基
本
構
想

を
策
定
し
ま
す
。

○
新
シ
ル
ク
研
究
開
発
・
利
用
促

進
施
設
整
備
構
想
の
策
定　
　

基
地
対
策
室
を
旧
宇
川
中
に
移
転

　
Ｘ
バ
ン
ド
・
レ
ー
ダ
ー
配
備
に

伴
い
開
設
（
丹
後
庁
舎
）
し
て
い

る
基
地
対
策
室
を
９
月
１
日
、
旧

宇
川
中
学
校
に
移
転
し
ま
し
た
。

レ
ー
ダ
ー
が
配
備
さ
れ
る
米
軍

経
ヶ
岬
通
信
所
に
近
い
場
所
に
移

し
、
地
域
と
の
連
絡
調
整
や
情
報

伝
達
な
ど
を
よ
り
迅
速
に
行
う

た
め
の
も
の
で
、
さ
ら
に
、
現
行

の
職
員
２
人
体
制
か
ら
、
通
訳
の

で
き
る
職
員
を
１
人
増
員
し
ま
し

た
。

　
ま
た
、
防
衛
省
近
畿
中
部
防
衛

局
の
京
丹
後
市
現
地
連
絡
所
も
同

日
に
移
転
し
ま
し
た
。

総
務
課
基
地
対
策
室

☎
６
９
‐
０
０
１
２

京
丹
後
市
高
齢
者
大
学
院
が
開
講

丹
海
バ
ス
新
路
線「
丹
後
峰
山
線
」運
行
決
定

教育

　
学
習
意
欲
の
あ
る
高
齢
者
が
専

門
知
識
を
身
に
付
け
、
学
ん
だ
こ

と
を
地
域
に
還
元
し
、
活
性
化
を

目
指
す
「
京
丹
後
市
高
齢
者
大
学

院
」
の
開
講
式
が
８
月
26
日
、
京

丹
後
市
役
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
同
大
学
院
は
、
府
内
で
初
め
て

実
施
さ
れ
、
市
内
か
ら
28
人
が
登

録
。
12
月
16
日
ま
で
計
５
回
福
知

山
市
の
成
美
大
学
で
講
義
を
受
け

る
ほ
か
、
大
学
生
同
様
に
図
書
館

や
学
食
も
利
用
で
き
ま
す
。

　
７
億
１
０
３
８
万
円
を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
総
額
を
３
５
７
億
４
６
１
３
万
円
と
す
る

平
成
26
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）
が
、
９
月
17
日
の
９
月
定
例
市
議
会
で
可
決
、

成
立
し
ま
し
た
。
合
併
特
例
措
置
逓
減
対
策
準
備
基
金
に
２
億
５
千
万
円
、
過
疎
地
域
振
興
基

金
に
７
７
０
０
万
円
を
追
加
す
る
な
ど
、
持
続
可
能
な
行
財
政
運
営
を
目
指
し
ま
す
。

成
美
大
キ
ャ
ン
パ
ス
で
28
人
が
学
習

　

開
講
式
で
は
、
主
催
者
を
代

表
し
て
、
中
山
市
長
が
受
講
者
を

激
励
。
自
己
紹
介
で
は
、「
し
っ

か
り
勉
強
し
て
地
域
の
た
め
に
頑

張
り
た
い
」「
知
識
を
深
め
た
い
。

学
食
が
楽
し
み
」
な
ど
と
そ
れ
ぞ

れ
抱
負
を
述
べ
ま
し
た
。

　
開
講
式
終
了
後
、
成
美
大
に
移

動
し
、「
会
話
か
ら
わ
か
る
人
の

考
え
方
」
を
テ
ー
マ
に
、
同
大
学

の
滋
野
浩
毅
准
教
授
の
講
義
に
耳

を
傾
け
ま
し
た
。

40
万
円

　
「
新
シ
ル
ク
産
業
の
創
造
」
に

向
け
、
京
都
工
芸
繊
維
大
学
、
信

州
大
学
等
と
連
携
し
、
質
の
高
い

新
た
な
養
蚕
技
術
の
研
究
開
発
拠

点
と
し
て
、
市
内
の
空
き
校
舎
を

活
用
し
た
基
本
的
な
利
活
用
構
想

地
域
活
性
化
モ
デ
ル
事
業
の
推
進

�

▼
１
９
８
万
円

○
新
公
共
交
通
体
系
構
築
・
Ｉ
Ｃ

Ｔ
活
用
ま
ち
づ
く
り
調
査
研
究　

１
５
８
万
円

　
鉄
道
、
バ
ス
、
タ
ク
シ
ー
の
既

存
の
公
共
交
通
に
、
Ｅ
Ｖ
（
電
気

高
齢
者
肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
予
防

接
種
経
費�

▼
２
３
３
０
万
円

　
高
齢
者
の
肺
炎
に
よ
る
死
亡
率

が
増
加
傾
向
に
あ
る
た
め
、
65
歳

以
上
の
高
齢
者
の
か
た
を
対
象
に

肺
炎
球
菌
ワ
ク
チ
ン
の
予
防
接
種

を
新
た
に
実
施
し
ま
す
。

を
策
定
し
ま
す
。

砂
浜
海
岸
遊
歩
道
整
備
の
た
め
の

測
量
経
費�

▼
１
２
５
０
万
円

　
年
中
に
ぎ
わ
う
「
日
本
一
の
浜

辺
づ
く
り
」
を
目
指
し
、
久
美
浜

町
小
天
橋
海
岸
か
ら
網
野
町
浜
詰

海
岸
ま
で
の
約
６・
２
㌔
の
砂
浜

海
岸
遊
歩
道
整
備
に
向
け
た
測
量

調
査
を
行
い
ま
す
。

◎丹後町のみなさんの通院利用・鉄道利用に！
（弥栄病院・丹後中央病院、峰山駅など）

◎買い物に！�（商店街、ショッピングセンターなど）

◎峰山町・弥栄町のみなさんの温泉利用、お
出かけに！（宇川温泉、丹後古代の里資料館など）
◎観光客の周遊に！（丹後半島全域での200
円バス拡充）

直通・200円でより便利に！

 
 

 

 
 

 

丹海バス【新路線】　丹後峰山線

経ヶ岬

宇川温泉よし野の里

弥栄病院前

荒山大橋前

峰山駅東口

マイン前

峰　山

弥栄分校前

新路線
バス停留所

(西口側）

(京都府丹後広域振興局側）

峰山駅

丹後中学校

乗原
間人

長浜

黒部

◎経ヶ岬～弥栄～峰山までのルートが乗り換えせずに
　上限200円でご利用いただけるようになりました。

てんきてんき村

大山工業団地前

成願寺

菅

（平成26年10月1日新設）

←新設の「丹後峰山線」路
線図（詳細は、別途各戸配
布の「京丹後市鉄道・バス
時刻表」をご確認ください）

丹後峰山線
起点（経ヶ岬）～終点（峰山駅東口）
所要時間：1時間37分

1日当たり、上下計8便　

　今回の統合および新設する施設については、京丹
後市保育所再編等推進計画に基づき、保育所・幼稚
園のそれぞれ新しい枠組みの中で、検討委員会を設
置し、協議を進めてきました。
　統合保育所は、施設の老朽化や耐震のための整備
の必要性があり、また核家族化の進展、共働き家庭
の増加など、子ども・子育てを巡る環境の変化から
保育ニーズの多様化などを踏まえて、現在整備を進
めているものです。
　幼稚園については、これまで幼稚園がなかった弥

市立保育所・幼稚園
条例の一部改正案可決

　市保育所再編等推進計画に基づき、「市立幼稚園」および「市立保育所」の
条例の一部を改正する条例案が、９月定例市議会初日の９月２日に可決され、
平成 27年４月１日に統合する保育所、新設の幼稚園が決まりました。

教育
平成27年４月、統合保育所、新設幼稚園決まる

旧3町で保育所統合、弥栄・久美浜で幼稚園新設

統合が決定した保育所
◎吉原・長岡・新山・丹波 ☞『峰山』保育所
◎和田野・鳥取・黒部・溝谷・吉野 ☞ 『弥栄』保育所
◎湊・神野・田村 ☞『かぶと山』保育所

新設が決定した幼稚園
◎弥栄幼稚園
◎かぶと山幼稚園

栄町および久美浜町に新たに幼稚園を設置し、就学
前教育の推進を図ります。

財
政
課

☎
６
９
‐
０
１
６
０



シリーズ

下
水
道
の
す
ご
い
力

　
私
た
ち
の
生
活
に
必
要
不
可
欠
な
「
水
」。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
生
活
環
境
の
向
上
の
た
め
に
整
備
す
る

「
下
水
道
」
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
各
種
事
業
や
支
援
制
度
な
ど
に
つ

い
て
、
さ
ま
ざ
ま
角
度
か
ら
シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
ま
す
。

Vol.3

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
で
は
、
施
設
見
学

等
を
通
じ
、
下
水
処
理
の
仕
組
み
や

水
環
境
の
大
切
さ
に
つ
い
て
説
明
し

て
い
ま
す
。

　

今
年
６
月
、
長
岡
・
丹
波
小
学
校

４
年
生
の
社
会
見
学
で
は
、
家
庭
か

ら
下
水
道
へ
流
入
し
て
き
た
汚
れ
た

水
を
、
浄
化
セ
ン
タ
ー
で
時
間
を
か

け
て
処
理
を
行
い
、
き
れ
い
な
水
に

ご存知ですか？下水道接続支援制度（その③）

  【水洗化推進支援事業補助金】
　市では、下水道接続工事を行う際に、既存住宅の新規の排水設備工事に対し補助金を交付します。
　一般世帯等 上限５万円　高齢者世帯 上限 20 万円（5 万円＋ 15 万円）

～
き
れ
い
な
海
や
川
を
未
来
へ
～　

　
　

下
水
道
整
備
課

☎
６
９
‐
０
５
５
０

小
学
生
が
下
水
処
理
の

し
く
み
を
学
ぶ

下水道マスコットキャラクター
「スイスイ」

＜対象条件など＞
○市内にある居住用の既存住宅の新規排水設備工事であること。
○市内に本社・本店のある排水設備指定工事業者を利用した工事であること。
高齢者世帯に該当するには、次の条件も満たす必要があります。
　・実際に居住している住宅の工事であること。
　・平成28年 3月31日までの接続であること。（平成25年 4月1日以降に供用開始した区域はその日か
　　ら3年以内の接続であること）
※その他、市税等の滞納がないことなどの対象条件もありますので、詳しくはお問い合わせください。

次の制度は、前回までのシリーズに掲載しています。
○排水設備等資金融資あっ旋及び利子補給金制度（その①）
○排水設備アドバイザー派遣事業（その②）

下
水
道
処
理
施
設
の

重
要
な
役
割

下水道接続で快適な暮らしを

普及推進・料金課
　　☎69−0540

 川や海がきれいに
　汚れた水は、下水道処理施設できれい
な水に処理してから自然に戻すので、美
しい自然が守られます。　　　　
 まちがきれいに
　家庭から排出される雑排水が道路側溝
に流れ込まなくなることで、蚊やハエな
どの発生や悪臭が抑えられ、きれいなま
ちになります。
 快適な生活に
　清潔で衛生的なトイレが使えるように
なり、快適な生活を送ることができます。

し
て
か
ら
川
や
海
に
放
流
し
て
い
る

こ
と
を
説
明
し
ま
し
た
。
ま
た
、
児

童
に
活
性
汚
泥
の
中
の
微
生
物
を
顕

微
鏡
で
観
て
も
ら
い
、
水
を
き
れ
い

に
し
て
く
れ
る
生
き
物
に
つ
い
て
説

明
す
る
な
ど
、
再
び
き
れ
い
な
水
に

戻
す
た
め
に
は
、
た
く
さ
ん
の
時
間

と
手
間
が
必
要
で
あ
る
こ
と
を
学
ん

で
も
ら
い
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
下
水
処
理
の
仕
組
み
を

気
軽
に
見
学
し
て
、
下
水
に
関
す
る

理
解
を
も
っ
と
深
め
て
い
た
だ
け
る

よ
う
、
希
望
者
（
グ
ル
ー
プ
単
位
）

に
は
、
随
時
施
設
見
学
を
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

　

私
た
ち
が
使
用
し
た
水
を
、

そ
の
ま
ま
流
し
て
し
ま
う
と
川

社会見学で峰山・大宮浄化セン
ターを訪れた長岡・丹波小４年
の児童たち

社会見学に参加した児童から寄せら
れたメッセージ

　　※高齢者世帯とは、排水設備工事の完了検査日において市内に住所を有する６５歳以上のかたのみ

　　で構成される世帯

や
海
が
汚
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
浄
化

セ
ン
タ
ー
は
、
こ
の
よ
う
な
汚
水
を

き
ち
ん
と
処
理
し
浄
化
す
る
施
設
で

す
。
き
れ
い
に
な
っ
た
水
を
放
流
し
、

汚
水
を
処
理
す
る
際
に
発
生
す
る
汚

泥
は
脱
水
等
を
行
い
焼
却
処
分
し
て

い
ま
す
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
は
、
私
た
ち
の
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
「
水

資
源
の
循
環
」
を
支
え
る
施
設
と
し

て
、
重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま

す
。

下水道への接続が増えると…

　みなさん、"多文化共生"ということばをご存知ですか？世界のあらゆるところで、グローバル化が進み、

国境を越えた人の動き、モノや情報の動きがあり、人々の価値観や生き方の多様さを生んでいます。これに

より、地域に無数の「文化」が存在します。国籍や民族などの異なる人々が、お互いの文化的違いを認め合

い、対等な関係を築こうとしながら、地域社会の構成員としてともに生きていくこと（＝ 出典：総務省 多

文化共生の推進に関する研究会報告書2006年３月）が、地域に求められています。このコーナーでは、

「多文化共生」をテーマに、意義や本市の取り組みなどをシリーズで紹介します。

多文化共生のすすめ
Vol.1

　　　 企画政策課
☎６９‐０１２０

京丹後市に住む外国人市民
　平成26年 6月1日現在、市内には、
約 360人の外国籍の方（以下、本紙
では「外国人市民」と表記）が生活し
ています。
　外国人市民は、言葉や制度の壁があ
る中で、仕事や地域の関わりなどを持
ちながら、地域に根付いて生活してい
ます。また、子どもを産み育てるケー
スが増えており、多様な文化を人生の
背景に持つ子どもも増えています。
　今日では、一時的に日本に滞在する
のではなく、将来にわたり日本（京丹
後市）での暮らしを希望する外国人市
民が多くいます。

Q：日本語しか話せないけど、外国人市民と交流できますか？
A：京丹後市国際交流協会では、外国人市民を対象に日本語教
室を開催しています。教室では、多くの外国人が日本語の学習
をしています。ゆっくりと、“やさしい日本語”で話すことで、
日常会話による交流ができます。また、外国人市民が講師とな
り、外国の料理教室や語学講座も開催するなど、市民の皆さん
との交流機会も増えています。

外国人市民に関するＱ＆Ａ

地域の発展を目指して
　全ての市民が安心して暮らし、全市
民の力を市の経済や生活発展に役立
てることが大切です。今後益々、市民
の多様な力を生かし、新しい出会い、
発見、創造につながる、多文化共生の
まちづくりが求められています。

京丹後市で暮らす外国人市民（平成 26年 6月1日現在）

多文化共生の必要性

1

2

3

＜ちがいを豊かさに変える「共生」の概念＞

多様性を
受け入れる

多様性を
受け入れない

変化する

変化しない

すみわけ

共　生同　化

排　除

ち が い を 豊 か さ へ

　国別では、１番多いのが、中国、次いでフィリピン。京都
府内でもフィリピン籍の割合が多く、また、357 人中、281
人が女性という点も特徴です。

ご存知ですか？多文化共生

国別

南アフリカ（2）アメリカ（5）
タイ（5）

ベトナム（6）

韓国・朝鮮
（100）

フィリピン
（113）

中 国
（116）

その他（10）

女
男

0～9才 3
1

10～19才 7 22

20～29才 10 93

30～39才 16 69

40～49才 4 59

50～59才 8 9

60～69才 14 12

70才以上 14 16

（人）

【年代・男女別】

0 20 40 60 80 100 120

　タイ出身の小牧スパナンさん（写
真右）が講師を務めたタイ料理教
室　アメリカ出身のローレン・ジェ
ファーズさんによる英語教室　消防
署職員から心肺蘇生などの指導を受
けた救急訓練

1

2
3
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各
家
庭
か
ら
排
出
さ
れ
る
“
生

ご
み
”
を
資
源
化
し
、
可
燃
ご
み

を
減
ら
す
こ
と
は
、
温
室
効
果
ガ

ス
削
減
な
ど
の
「
環
境
負
荷
の
低

減
」
だ
け
で
な
く
、
焼
却
施
設
の

運
転
効
率
化
、
最
終
処
分
場
の
延

命
化
と
い
っ
た
「
ご
み
処
理
コ
ス

ト
の
低
減
」に
も
つ
な
が
り
ま
す
。

環
ぢ
か
ら
通
信

生
ご
み
資
源
化
実
施
地
域
を
広
く
募
集

生
ご
み
資
源
化
の
目
的

取
り
組
み
の
内
容

～
持
続
可
能
な
循
環
型
社
会
へ
～

～
資
源
化
の
第
一
歩
は
台
所
か
ら
～

①
生
ご
み
に
混
入
し
た
異
物
（
ビ

ニ
ー
ル
類
や
金
属
類
な
ど
）
を
除

去
す
る

②
水
を
切
る

③
週
２
回
指
定
場
所
へ
出
す

　
前
回
は
、
生
ご
み
の
資
源
化
に
よ
る
効
果
に
つ
い
て
、
事
例
紹
介
や
収
集
量
の
推
移
な
ど

を
紹
介
し
、
お
知
ら
せ
し
ま
し
た
。
今
回
は
、
よ
り
資
源
化
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
新
た

に
資
源
化
に
取
り
組
む
地
域
の
募
集
に
つ
い
て
、
資
源
化
の
内
容
と
と
も
に
紹
介
し
ま
す
。

▲分別と水切り ▲最寄りの指定場所に排出

Vol.4

応募方法など　～参加世帯数が少なくても参加できます～

　対 象 者
　各種団体（地区、自治会、隣組、婦人会等）で、お
申し込みください。生ごみの分別にご協力いただく意
思のある世帯が 10 世帯程度あれば参加していただけ
ます。気軽にお問い合わせください。
　申 込 先
　環境バイオマス推進課
　申込期限
　平成 26 年 10 月 31 日（金）
　そ の 他
　期限を過ぎても取組参加のご相談は随時受け付け
ます。勉強会等の開催もお受けしますのでお問い合わ
せください。

液肥を地域に還元します

資源化の対象
となる生ごみ例

惣菜 調理くず野菜 果物

菓子類 穀類 肉 魚

　取組参加地域には、地域内での資源循環
を実際に体感いただくため、希望に応じて
液肥タンクを設置します。エコエネルギー
センターで生ごみから資源化された液肥を
家庭菜園や園芸でお使いください。
※設置数には限りがあります

液肥タンク設置例
環境バイオマス推進課

　　　☎６９‐０４８０

※大きな生ごみは、握りこぶし程度以下の大きさに細分してください。

　

海
の
京
都
観
光
圏
で
は
、
観
光
圏

を
構
成
す
る
７
市
町
そ
れ
ぞ
れ
に
お

い
て
、
来
訪
者
に
地
域
独
自
の
価
値

を
提
供
す
る
周
遊
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を

設
定
す
る
こ
と
と
し
て
お
り
、
本
市

に
お
い
て
も
拠
点
エ
リ
ア
で
あ
る
浜

詰
・
久
美
浜
エ
リ
ア
の
関
係
者
で
構

成
す
る
「
海
の
京
都
」
京
丹
後
市
実

践
会
議
の
委
員
を
中
心
に
「
海
の
京

都
・
京
丹
後
」
モ
デ
ル
コ
ー
ス
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

『
悠
久
の
時
が
奏
で
る
神
の
箱
庭
』

　　

浜
詰
・
久
美
浜
エ
リ
ア
は
、
古
代

か
ら
変
わ
ら
ぬ
時
の
流
れ
を
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
な
場
所
が
あ
り
、

ま
た
、
太
陽
と
人
々
の
暮
ら
し
の
密

接
な
関
係
も
垣
間
見
る
こ
と
が
で
き

る
日
本
の
原
点
と
も
い
う
べ
き
穏
や

か
で
美
し
い
雰
囲
気
を
感
じ
て
い
た

だ
け
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

実
践
会
議
で
は
、
い
ろ
い
ろ
な
ア

イ
デ
ア
を
出
し
合
い
、
こ
の
地
域
の

良
さ
を
伝
え
ら
れ
る
コ
ン
セ
プ
ト
に

沿
っ
た
モ
デ
ル
コ
ー
ス
と
な
る
よ
う
議

論
を
重
ね
て
い
ま
す
。

「海の京都・京丹後」
みんなでつくろう

近畿初、海の京都エリアが「観光圏」に認定！！ ～地域独自の価値を生かしたブランド確立に弾み～
　京都府と本市を含む北部７市町で組織する「海の京都観光推進協議会」が申請した「海の京都観光圏」整備実施計画（平
成26～30年度）が７月４日、近畿で初めて国の認定を受けました。これにより、国からの旅行業法等の特例措置や
ブランド確立事業への補助等の支援を受けることができ、地域独自の価値を活かした「ブランド」を確立し、「日本の顔」
となる地域を目指す大きな弾みとなりました。
　今後、「海の京都観光圏」におけるさまざまな支援を活用し、滞在プログラムの造成や観光情報提供、人材育成等を行い、
これまで以上に「海の京都」の取り組みを加速させていきます。

　本市では、京都府が掲げる「海の京都」構想を北部6市町とともに推進しています。
私たちの住む地域を日本を代表する観光地にするための取り組みについてお知らせします。

「観光圏」…自然、歴史、文化等において密接な関係のある観光地を一

体とした区域であり、その観光地同士が連携して２泊３日以上の滞在

交流型観光に対応できるよう、観光地の魅力を高めようとする区域を

指します。全国で 10 地域が認定。

◎テーマ『平安の都人が憧れた桃源郷』

◎区　域

　京都府北部７市町（京丹後市、福知山市、舞鶴市、綾部市、宮

津市、伊根町、与謝野町）

◎目　標

・「主たる滞在促進地区」満足度・リピーター率…５年で 10％増

・旅行消費額・宿泊者数…５年で 20％増

海の京都観光圏概要

観光振興課　☎６９‐０４５０

「
海
の
京
都
・
京
丹
後
」
モ
デ
ル
コ
ー
ス
を
検
討

市
実
践
会
議
メ
ン
バ
ー
ら

コ
ン
セ
プ
ト

神谷太刀宮の見どころやポイントを確
認する実践会議のメンバーら
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▶
梨
狩
り
を
楽
し
む
園
児
た
ち

　府内最大の梨の産地として知られる久美浜町の観光果
樹園で９月1日、12戸の農家が加盟する同町果樹観光
協会主催の「梨狩り山開き」が行われました。
　同協会の家

いえ

城
き

泰直会長の果樹園で行われた開園式に
は、近くの保育所に通う園児26人が招かれ、梨狩りを
体験。背伸びしながら二十世紀梨をもぎ取り、丸ごと味
わいました。子どもたちは「すごく甘くておいしい」な
どと喜んでいました。
　家城会長は、「幸い台風の影響はなく、良い出来栄えで、
消費者の方にも喜んでいただける」と話していました。

　体調を崩したり、辛い体験をして沈んだ
気持ちになったりしたときの対処法を絵や
文章に書き留めておき、前向きに生きるた
めの自己管理に役立てる「元気回復行動プ
ラン（wラ ッ プrap）」の体験会（市ボランティア
連絡会広域部主催）が8月24日、網野町
の社会参加交流ハウスいっぷく亭で開かれ
ました。
　講義では、市内でwrapを活用して精
神障害の当事者支援などに取り組むボラン
ティア組織「こころの会」の小倉伸さんが、
プランのもととなる「元気に役立つ道具箱」
の作り方などを解説。参加した38人は、
箱に見立てた色画用紙に雑誌の切り抜きを
貼ったり、絵を描いたりして、道具箱を作
成しました。その後、「温泉に行く」「ケー
キやお菓子を食べる」「家族においしい料
理を作る」など、さまざまな好みや元気を
維持するための手法を紹介し合いました。
　この取り組みは、市ボランティア連絡会
などが企画した広域イベント「丹後ボラリ
旅」の一環として行われたものです。

　丹後町宇川地区の穴
あなもんじゅ

文殊（清
せい

涼
りょう

山
ざん

九
く

品
ほん

寺
じ

）で 8月 24 日、恒例の「穴文殊祭典」
が催されました。同寺では、境内を時計
周りに 3周することで知恵が授かると言
い伝えられ、来場者は順に足を進めてい
ました。
　同祭典の実行委員長を務める大下教

の り お

夫
袖志区長は、「400 年前を起源とする伝統
行事。花飾りや灯篭の設置など地元の皆
さんの協力により続けることができ、感
謝しています」と話していました。
　会場では、地元バンドによる演奏や打ち上げ花火、
盆踊りなどが行われ、多くの来場者が過ぎゆく夏夜
のひとときを楽しんでいました。

　「丹後国風土記」に収められた日本最古とされる羽衣
伝説を題材にした創作紙芝居「豊

とよ

宇
う

賀
か

能
のめのみこと

売命になった天
女」の初披露目会が 9月7日、峰山地域公民館で開か
れました。
　この日、作者の森山道子さん（宮津市）は、36枚か
らなる紙芝居を自ら演じ、約１時間掛けて披露。会場に
訪れた130人は、米や酒造りに身を捧げ、丹後の国を
豊かにしたとされる天女の人柄やその暮らしぶり、人間
模様など、現在の生活と対比させながら、伝説の世界に
引き込まれていました。
　来場者は、「やさしいタッチで上手に表現され、心に
響く内容でした」と感想を述べていました。

▶
天
か
ら
舞
い
降
り
た
天
女
が
池
に
飛
び

込
む
シ
ー
ン
（
峰
山
地
域
公
民
館
で
）

丹後のために生きた天女を紹介
丹後国風土記を題材にした創作紙芝居

峰 山 町
9月7日

▲境内を回る参拝者

久美浜の梨 甘くておいしい
観光果樹園で「梨狩り山開き」

久美浜町
9 月 1 日

▲折り紙で鶴を作る児童を見守る参加者

教
室
で
孫
た
ち
と
折
り
紙
を
楽
し
む

大
宮
南
小
で
祖
父
母
参
観
9月10日
大 宮 町

▲自作した元気に役立てるための道具箱を紹介し合う参加者たち

スマートフォンなどの端
末を使って右のコードを
読み取ると、動画が再生
されます。※機種等によ
り再生されない場合があ
ります。

祖父母参観の様子

伝
統
の
穴
文
殊
祭
典
に
ぎ
わ
う

丹 後 町
8月24日

境
内
を
３
周
し
て
知
恵
を
授
か
る

　家庭とは違う学校での様子や参観を通
じて児童と交流してもらおうと 9月 10
日、大宮南小学校で恒例の「祖父母参観」
が行われました。
　この日学校を訪れた 80人の祖父母た
ちは、児童が勉強する姿を見学したり、
折り紙を使った鶴の作り方やけん玉の技
を教えたりして、共に楽しい時間を過ご
しました。また校内には、児童が夏休み
に手掛けた工作、米や丹後ちりめんにつ
いて調査・研究した内容をまとめた力作
が展示されており、「上手に出来ている。
よく調べてあり、感心する」などと感想
を述べていました。
　矢野和子校長は、「おじいちゃんやおば
あちゃん、地域の方たちと触れ合うこと
で、つながりが持てる。地域全体が児童
を包み込んでくれる環境づくりを目指し
たい。保護者をはじめ、みなさん協力的
でありがたい」と話していました。

網 野 町

元
気
に
な
れ
る
道
具
箱
作
ろ
う

「
元
気
回
復
行
動
プ
ラ
ン
体
験
会
」
開
催
8月24日

　弥栄町内の文化・芸能団体が一同に会
し、歌や踊りを披露する「やさか芸能の夕
べ」が 9月６日、弥栄町地域公民館で開
催されました。今年で33回目。
　ステージでは、大正琴、民謡、コーラ
ス、太極拳など10団体が出場し、日頃の
活動の成果を発表。約280人の来場者は、
それぞれの個性を生かして繰り広げられる
演技や踊りなどを堪能していました。
　また、特別出演として、峰山少年少女
合唱団とプティエトワールモダンバレエク
ラスの子どもたちが応援に駆け付け、元気
な歌声や優雅な踊りを披露。場内からは
温かい拍手が送られていました。
　同イベント主催者の吉岡新八京丹後市
文化協会弥栄支部長は、「伝統行事として
の継続はもちろん、若い方にも興味を持っ
ていただき、文化活動に参加してもらえれ
ば」と話していました。

▲ステージで「細うで繁盛記」の曲に合わせ、踊
りを披露する黒部民謡同好会の皆さん 個

性
生
か
し
た
演
技
や
踊
り
で
魅
了

「
や
さ
か
芸
能
の
夕
べ
」
で
文
化
・
芸
能
団
体
が
成
果
発
表
9月6日
弥 栄 町
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ガチャン。ツー・ツー・ツー・・・

　
人
間
の
血
液
の
量
は
、
体
重
の
約
８
㌫

と
い
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
う
ち
30
㌫
を
失

え
ば
生
命
に
危
険
が
あ
り
ま
す
。
出
血
量

が
多
い
ほ
ど
、
止
血
処
置
を
迅
速
に
行
う

必
要
が
あ
り
ま
す
。
止
血
方
法
は
出
血
部

位
を
直
接
圧
迫
す
る
直
接
圧
迫
止
血
法
が

基
本
と
な
り
ま
す
。

　
直
接
圧
迫
止
血
法
は
出
血
部
位
を
確
認

し
、
清
潔
な
ガ
ー
ゼ
や
タ
オ
ル
な
ど
を
重

ね
て
傷
口
に
当
て
、
そ
の
上
を
手

で
圧
迫
し
ま
す
。
血
液
感
染
を
防
ぐ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　

た
め
に
ゴ
ム
手
袋
や
ビ
ニ
ー
ル
袋

を
使
用
し
て
く
だ
さ
い
。
片
手
で

圧
迫
し
て
も
止
血
し
な
い
と
き
は
、

両
手
で
体
重
を
乗
せ
な
が
ら
圧
迫
止
血

を
し
ま
す
。
出
血
を
止
め
る
た
め
に
手
足

を
細
い
紐
や
針
金
で
縛
る
こ
と
は
、
神
経

や
筋
肉
を
損
傷
す
る
恐
れ
が
あ
る
の
で
行

い
ま
せ
ん
。
大
量
出
血
や
、
出
血
が
止
ま

ら
な
い
場
合
、
シ
ョ
ッ
ク
（
う
つ
ろ
な
状

態
、
皮
膚
が
青
白
く
冷
た
い
、
冷
や
汗
を

か
い
て
い
る
、
呼
吸
が
浅
く
速
い
な
ど
）

の
症
状
が
み
ら
れ
る
場
合
に
は
た
だ
ち
に

１
１
９
番
通
報
を
し
て
く
だ
さ
い
。

況
な
の
か
、
全
く
伝
わ
っ
て
い
な
い

こ
と
が
お
分
か
り
い
た
だ
け
る
と
思

い
ま
す
。

　
結
果
的
に
出
動
が
遅
れ
、
被
害
が

拡
が
っ
た
り
、
救
急
車
を
必
要
と
し

て
い
る
人
の
容
態
が
さ
ら
に
悪
化
し

た
り
す
る
と
い
う
こ
と
が
起
き
て
し

ま
い
ま
す
。

　

実
は
、
消
防
車
や
救
急
車
は
、

１
１
９
番
通
報
の
最
中
で
も
、｢

場

所｣

と｢

状
況｣

が
確
認
で
き
た
時

点
で
出
動
し
て
い
ま
す
。

　
通
信
指
令
室
員
が
、
災
害
の
状
況

に
つ
い
て
詳
し
く
聞
き
取
り
を
行
う

理
由
は
、
聞
き
取
っ
た
情
報
を
出
動

中
の
車
両
に
連
絡
し
た
り
、
救
急
車

の
受
け
入
れ
先
病
院
を
選
定
し
、
傷

病
者
情
報
を
医
師
に
伝
え
た
り
す
る

た
め
で
す
。

　
救
急
を
例
に
と
る
と
、
傷
病
者
が

「
急
病
人
」
な
の
か
、
事
故
な
ど
に

よ
る
「
け
が
人
」
な
の
か
で
準
備
す

る
救
急
資
器
材
が
違
っ
て
き
ま
す
。

意
識
や
呼
吸
の
状
態
、
持
病
な
ど

の
情
報
を
よ
り
詳
し
く
伝
え
る
こ
と

で
、
救
急
隊
か
ら
医
師
へ
の
引
き
継

ぎ
が
ス
ム
ー
ズ
に
な
り
、
病
院
で
の

処
置
が
早
期
に
開
始
で
き
る
と
い
う

こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

み
な
さ
ん
か
ら
の
通
報
が

　
　
　
　
大
切
な
情
報
源

　
火
事
や
事
故
な
ど
、
救
急
車
が
必

要
な
と
き
に
行
う「
１
１
９
番
通
報
」。

　
京
丹
後
市
内
か
ら
の
１
１
９
番
通

報
は
、
全
て
峰
山
消
防
署
の
通
信
指

令
室
に
つ
な
が
り
ま
す
。
通
報
を
受

け
た
通
信
指
令
室
員
は
、
災
害
に
応

じ
た
車
両
を
近
く
の
消
防
署
か
ら
出

動
さ
せ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
と
き
必
要
と
な
る
の
が
、
災

害
が
起
き
て
い
る
「
場
所
」
と
「
状

況
」
に
つ
い
て
の
情
報
で
す
。
み
な

さ
ん
か
ら
の
通
報
が
、
迅
速
な
出
動

に
つ
な
が
る
大
切
な
情
報
源
と
な
り

ま
す
。

　
「
火
事
だ
、
早
く
来
い
！
」

「
救
急
車
を
早
く
出
し
て
く
れ
！
」

こ
れ
は
実
際
に
あ
っ
た
１
１
９
番
通

報
の
内
容
で
す
が
、
み
な
さ
ん
は
、

こ
の
よ
う
な
通
報
を
ど
う
思
わ
れ
ま

す
か
？

　
詳
し
い
こ
と
を
聞
こ
う
と
し
て
も

「
早
く
来
い
！
」
の
一
点
張
り
で
取

り
合
っ
て
く
れ
な
か
っ
た
り
、
中
に

は
、
電
話
を
切
っ
て
し
ま
う
人
も
い

た
り
し
ま
す
。

　
こ
れ
で
は
、
ど
こ
へ
出
動
す
れ
ば

よ
い
の
か
、
災
害
が
ど
の
よ
う
な
状

まずは　 　　 と　　　  を正確に伝えて

出
血
時
の
対
応
に
つ
い
て

火事や事故時などに救急車要請の受け付けや病院の手配などを行う通信指令室

市消防本部
救急救命士

藤原 翔太

119番通報

１
１
９
番
通
報
の
現
状

詳
し
い
聞
き
取
り
は

　
　
　
　
傷
病
者
の
た
め

通
信
指
令
室
か
ら
の
お
願
い

　

１
１
９
番
通
報
を
さ
れ
る
方
は
、

一
刻
も
早
く
救
急
車
が
来
て
ほ
し
い

と
い
う
気
持
ち
か
ら
、
誰
で
も
慌
て

て
し
ま
う
も
の
で
す
。

　

し
か
し
、
早
口
す
ぎ
た
り
、「
早

く
来
て
！
早
く
来
て
！
」
を
く
り
返

し
た
り
す
る
と
、
か
え
っ
て
場
所
の

特
定
に
時
間
が
か
か
り
、
出
動
が
遅

れ
て
し
ま
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　
こ
ん
な
と
き
こ
そ
慌
て
ず
、
落
ち

着
い
て
ゆ
っ
く
り
話
す
よ
う
に
心
掛

け
ま
し
ょ
う
。

　
大
切
な
の
は
、
早
く
話
す
こ
と
で

は
な
く
、正
し
く
伝
え
る
こ
と
で
す
。

　

通
信
指
令
室
員
の
問
い
掛
け
に
、

で
き
る
だ
け
詳
し
く
正
確
に
お
答
え

く
だ
さ
い
。

成
25
年
度
実
績
）
も
の
緊
急
以
外
の

通
報
が
あ
り
ま
す
。

　

中
で
も
、
い
た
ず
ら
通
報
は
重

大
な
犯
罪
で
す
の
で
、
絶
対
に
や

め
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
間
違
っ
て

「
１
１
９
番
」
に
か
け
て
し
ま
っ
た

と
き
は
、黙
っ
て
電
話
を
切
ら
ず
に
、

「
間
違
え
ま
し
た
」
と
ひ
と
言
お
願

い
し
ま
す
。

　
１
１
９
回
線
は
大
切
な
命
を
守
る

た
め
に
必
要
な
緊
急
回
線
で
す
。
適

正
利
用
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

１
１
９
回
線
の
適
正
利
用
を

　
通
信
指
令
室
に
は
、
年
間
１
２
８
０

件
（
全
受
信
件
数
の
36
・
７
㌫
／
平

まずは「場所」と「状況」を「早く来い！」の一点張り

消防車・救急車は通報中に出動しています

早口はダメ！ゆっくりと

いたずら通報は犯罪です

救急一口メモ

救急車お願いします!

火事だ早く来てくれ!!

ごちゃごちゃ聞かんと今すぐ来い!

ガチャン。ツー・ツー・ツー・・・

これでは出動はできません……

場所 状況

ガチャン。ツー・ツー・ツー・・・

119119

119

119

119

19 2014.10 182014.10

2 014 年 10月

付けていますか
住宅用火災警報器
月に一度は動作点検

たんごの風 62号

直接圧迫止血法が基本

知って安心！救急通報の流れ（例）

119 番受信
青字：通信指令室員
赤字：通報者

京丹後市消防本部です。火事ですか ? 救急ですか ?

既
に
救
急
車
は
出
動
中

出動指令

救急車をお願いします。

救急車が向かう住所はどちらですか？
はい。○○町○○番地です。

どうされましたか？
父がトイレで急に倒れました。

意識・呼吸はありますか？
はい。あります。

救急車を向かわせましたので、
詳しいことを教えてください。
はい。昨日から体調が悪く…

お父さんの名前と
生年月日を教えてください。
名前は○○○○です。
生年月日は昭和○○年○月○日です。

持病は何かありますか？
かかり付けの病院はどちらですか？
高血圧で○○病院にかかっています。

最期にあなたの名前と
お使いの電話番号を教えてください。
名前は○○○○です。
電話番号は○○ー○○○○です。



平成26年度ボランティア功労者に対する
厚生労働大臣表彰

（
峰
山
町
千
歳
）

　美容院を営む傍ら、昭和47年から毎
月、高齢者や障害者施設、病院へ出向き、
入所者、入院患者へボランティアでヘアー
カットを行うとともに、相談相手として話
を聞くなどの活動を実施。また、アルミ
缶などの回収による収益で、福祉施設や
社協に車椅子を通算 35台寄付される
など、地域福祉の充実に寄与されたこと
が評価されました。

 

西
谷  

安や
す

柄え 
さ
ん
（
73
）

三重村づくり委員会
（糸井資樹会長）

　大宮町三重地内の府道味土野大宮
線において、花を植栽したプランター
を設置する道路緑化作業を実施。平成
20年度には「さわやかボランティア
ロード事業」（京都府）の里親として
認定されるなど、道路環境の保全に寄
与していることなどが評価されました。

日本道路協会
道路功労者表彰

　社資（社費および寄付金）の
ご協力ありがとうございまし
た。おかげさまで目標額を大き
く上回ることができました。寄
せられた社資は、災害救護活動
や健康安全講習の普及など、さ
まざまな赤十字事業に役立てら
れます。

京丹後市の社資合計額
672万7898円
　　　　(目標額 517万円 )

 日本赤十字社京都府支部京丹後市地区
　（生活福祉課内☎ 69-0310）

＜5月募集分＞

赤十字社員増強運動

　
京
都
府
商
工
会
連
合
会
は
、
京
都
府

内
20
の
商
工
会
と
と
も
に
、
小
規
模
企

業
の
経
営
の
持
続
化
・
発
達
を
図
る
た

め
、
経
営
支
援
員
と
一
体
と
な
っ
て
活

動
し
て
い
ま
す
。

　
例
え
ば
、
経
営
不
振
に
陥
っ
た
小
規

模
事
業
者
に
は
「
経
営
安
定
特
別
相
談

事
業
」
に
よ
っ
て
、
無
料
で
経
営
の
相

談
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

本
紙
で
は
、「
経
営
の
持
続
化
」
を

テ
ー
マ
に
、
本
会
が
実
施
す
る
支
援
事

業
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

　
京
丹
後
市
商
工
会（
☎
62
―
０
３
４
２
）

■エキスパート派遣事業
■ 対象者／小規模事業者
　　　　  （例外規定・ ＮＰＯ法人、中小企業可）
■ 回　数／年間 5 回
■ 課　題／支援申請書に記載の課題全てに対応
■ 利用料／同一課題 2 回目以降は 1 回 12,000 円
　　　　　※ 1 回目は無料

■消費税転嫁対策窓口相談等事業
■ 対象者／消費税価格転嫁困難な方で、全ての
                 中小企業・小規模事業者
■ 回　数／年間 4 回
■ 課　題／海外販路開拓、ＩＴ活用、販促支援
■ 利用料／なし

①相談対応
　専門家派遣の提案地域の

商工会

商工会
連合会 専門家

中小企業・
小規模事業者②専門家派遣依頼

⑤同行支援
⑤支援

⑥指導報告

④調整依頼

③要請
⑦指導報告等

専
門
家
の
派
遣
に
よ
る
経
営
支
援

事
業
資
金
の
相
談
・
斡
旋

　　
国
が
支
援
す
る
「
日
本
政
策
金
融
公

庫
」
の
マ
ル
ケ
イ
融
資
の
斡
旋
・
審
査

を
行
っ
て
い
ま
す
。
運
転
資
金
や
設
備

資
金
で
お
困
り
の
方
が
、
無
担
保
・
無

保
証
人
で
融
資
が
受
け
ら
れ
る
制
度
で

す
。
相
談
は
無
料
で
す
。

特
産
品
の
販
路
開
拓
支
援

商
工
会
は
経
営
支
援
の
要
で
す

　　　　
経
営
革
新
法
の
認
定
を
受
け
、
新
規

取
引
先
の
開
拓
に
成
功
し
た
企
業
が
数

多
く
あ
り
ま
す
。
こ
の
認
定
を
受
け
る

た
め
に
必
要
な
「
経
営
革
新
事
業
計
画

書
」
や
京
都
府
知
事
認
定
の
「
知
恵
の

報
告
書
」
な
ど
の
策
定
に
つ
い
て
も
、

　

平
成
26
年
度
は
、「
春
の
産
業
フ
ェ

ス
タ
」
～
丹
後
・
丹
波
・
山
城
の
特
産

市
～
を
京
都
府
総
合
見
本
市
会
館
（
パ

ル
ス
プ
ラ
ザ
）
で
５
月
24
、
25
日
の
２

日
間
開
催
。
72
事
業
者
１
１
０
ブ
ー
ス

を
構
え
ま
し
て
、
２
万
５
千
人
が
来
訪

し
、
売
上
も
１
１
２
０
万
円
を
記
録
し

ま
し
た
。

　
そ
の
ほ
か
、
一
年
を
通
し
て
、
さ
ま

ざ
ま
な
物
産
展
の
企
画
や
参
加
に
よ
っ

て
、
京
都
府
内
の
特
産
品
の
販
路
開
拓

の
支
援
を
し
て
い
ま
す
。

経
営
革
新
事
業
計
画
等
策
定
支
援

多くの来場者で賑わう「春の産業フェスタ」～丹
後・丹波・山城の特産市（京都府総合見本市会館で）

地
元
商
工
会
の
経
営
支
援
員
と
と
も
に

支
援
し
て
い
ま
す
。
認
定
後
に
は
当
会

や
京
都
産
業
21
な
ど
の
各
機
関
の
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
さ
れ
た
り
、
ビ
ジ
ネ

ス
マ
ッ
チ
ン
グ
な
ど
へ
の
参
加
も
で
き
、

新
規
取
引
先
の
獲
得
に
つ
な
が
っ
て
い

ま
す
。
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1.	 さつまいもは皮をむき、サイコロ状に切り、水にさらしておく。
2.	水気を切ったさつまいもを、約 170 度の油でカリッと揚げ
て、塩を振っておく。

3.	きのこはほぐして、塩を加えた熱湯でサッとゆでる。
4.	大根はおろして水気を軽く切り、レモンの絞り汁を加えて
おく。

5.	さつまいもときのこを大根おろしと和え、青じそとレモン
の薄切りをあしらい完成。

1.	さつまいもは皮をむき、サイコロ状に切り、水にさらしておく。
2.	鍋にご飯と水を入れ、塩を加えて沸騰させる。沸騰したら弱
火にする。

3.	 2 がお粥になった頃に、さつまい
もをレンジにかけ柔らかくする。

4.	柔らかくしたさつまいもを、お粥
の上にのせ、味ごまと水菜を散ら
して完成。

京丹後の食材で簡単レシピ

旬★感　たんごはん

作り方 作り方

　久美浜の砂地で育つさつまいもは、甘くて
美味しいです。私も家で栽培しており、人に

それを食べていただく機会が多くあります。ストーブで焼
いておやつにすることも多いですが、たくさん収穫できる
ため、今回はオリジナル料理を考えました。お粥は、歯が
弱い方でも食べられる一品ですよ。
　是非、さつまいも料理にチャレンジしてください。

　直売所にさつまいもが並ぶ季節がやってきました。また、
ご近所からお裾分けで頂く機会も多くなることと思います。
　そこで今回は、おやつとしても定番のさつまいもを、お
かずとして食べられる料理を教えていただきました。「みぞ
れ酢和え」は、大根おろしを入れることでのどごしが良く
なり、あっさりとしています。作り方はとても簡単ですので、
旬のさつまいもを使って料理に挑戦してみましょう！
　ちなみに、「砂丘で育ったさつまいもにはスジがなく、大小
問わず全部食べきれます」と豆知識も教えていただきました。

Vo l .12

教えてくれたひと

川
かわばた

溿 明
あ け み

美さん （久美浜町）

体験レポート

さつまいものみぞれ酢和え・芋粥

みぞれ酢和え（４人前）

・さつまいも …200g

・きのこ …50g

・大根（おろし）…150g

・レモン（ゆず）…絞り汁少々

・レモン（薄切り）…４～８枚

・青じそ …少々

きのこは、しめじを使うと良いですよ。

芋粥（４人前）

さつまいも …250g

白米（炊いたご飯）…350g

水 …適量

塩 …少々

水菜 …少々

味ごま …少々

今月はもう一品！

企業の駅
ー リレー通信 vol.2 ー

　舞鶴若狭自動車道の完成をはじめ、来年にはいよいよ京都縦貫自動車道が全通するなど、北
近畿をめぐる産業・社会インフラが飛躍的に向上しつつあります。このコーナーでは、このよ
うな新しい時代の産業環境を最大限に活かしていただけますよう、丹後地域内はもとより、府
域の南北および京阪を貫く京街道、その周辺地域はじめ中広域の圏域において企業相互の連携、
相互の事業拡大と事業創造を促進するため、広く京都府全域又は関西圏等で活躍されている商
工関連団体の取り組みや支援制度などを基本的に毎回シリーズで紹介していきます。

京都縦貫街道

京
都
府
商
工
会
連
合
会

テ
ー
マ
「
経
営
の
持
続
化
」

※「企業の駅」とは、人と人との出会いや交流を促進したり、
地域から人に情報発信等を行う拠点としての、「まちの駅」
「道の駅」「海の駅」などにならい、命名しました。

スキーム図
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丹後
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ぶんか TOPICS

ぶんかでたんご

　乳幼児とその保護者を対象にした「子育て音楽館～
ヴァイオリンミニコンサート＆楽器体験ワークショッ
プ」（NPO 法人音楽のまちづくり主催）が８月 30 日、
大宮ふれあい工房（大宮町）で開催されました。
　ミニコンサートでは、ヴァイオリニストのゲオルギ・
バブゼさんと水野万裕里さん、ピアノ奏者糸井たまき
さんが、シューマンの「トロイメライ」や「となりの
トトロ」、「世界中の子供たちが」など計 6 曲を披露。
訪れた親子連れなど 50 人を魅了しました。その後行
われた、楽器体験ワークショップでは、子どもたちが
本物のヴァイオリンに触れ、弓を持って演奏に挑戦。
おぼつかない手付きながらも、初めての感覚を楽しん
でいました。

聴いて、触れて楽器に親しむ
　NPＯ音楽のまちづくり主催「子育て音楽館」

自
分
を
癒
し
、

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
も
の

オ
カ
リ
ナ

今
い ま

西
に し

　久
ひ さ

野
の

 さん（65）

毎日、自宅で練習に励み〝良い
音″を追求する今西さん。「終わ
りがない世界ですが、そこにロ
マンを感じますね」と笑顔で話
していました。

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
文
化
活
動
で
人
生
を
楽
し
む

皆
さ
ん
に
そ
の
魅
力
を
紹
介
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

ぶ
ん
か
手
帳 

＃
10

▲オカリナの演奏を披露するライリッシュオカリナ連盟
のメンバー（今西さん／左から二人目）

上／ヴァイオリンの演奏に挑
戦する親子
左／ヴァイオリン奏者ゲオル
ギ・バブゼさんとピアノ奏者
糸井たまきさんによるミニコン
サートの様子

延原 花
はな

ちゃん（女の子）
８月生まれ・3,475㌘
母：美和さん　父：孝太さん

（大阪府吹田市／実家：丹後町大山）

沖 由
ゆ

槻
づ き

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,616㌘
母：摩耶さん　父：周平さん

（宮津市／実家：峰山町橋木）

坂本 朔
さ く

ちゃん（男の子）
８月生まれ・2,738㌘
母：亜紀さん　父：航介さん

（宮津市／実家：峰山町荒山）

さと
がえ
り

樫田 明
めい

咲
さ

ちゃん（女の子）
８月生まれ・2,858㌘
母：景子さん　父：大地さん

（滋賀県甲賀市／実家：網野町網野）

さと
がえ
り

松本 明
あ

佳
か

里
り

ちゃん（女の子）
８月生まれ・2,528㌘
母：佳代子さん　父：成

せい

生
き

さん

（峰山町新町）

牧田 護
まもる

ちゃん（男の子）
８月生まれ・3,318㌘
母：由佳さん　父：新

あらた

さん

（峰山町吉原）

さと
がえ
り

さと
がえ
り

生まれてきてくれてありがとう
　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃん誕生の瞬間を喜ぶ
ご家族の姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載
しています。どしどしご応募ください。
　※詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで  （☎ 69-0110）

　

オ
カ
リ
ナ
は
、
一
般
的
に
表

に
10
個
、
後
ろ
に
２
個
の
穴
が

開
い
て
お
り
、
そ
の
開
閉
に
よ
っ

て
音
程
を
変
え
て
演
奏
す
る
楽

器
で
す
。
そ
の
名
称
は
、
イ
タ

リ
ア
語
の
「
小
さ
な
ガ
チ
ョ
ウ

（oca:

ガ
チ
ョ
ウ rina

：
小
さ

な
）」
に
由
来
し
ま
す
。
手
軽
に

持
ち
運
び
で
き
、
価
格
も
手
ご

ろ
で
す
。
種
類
は
、
高
音
（
ソ

プ
ラ
ノ
）
の
出
る
小
さ
な
も
の

と
、
低
音
（
ア
ル
ト
・
バ
ス
）
の

出
る
少
し
大
き
な
も
の
が
あ
り

ま
す
。

　

私
が
オ
カ
リ
ナ
を
始
め
た
の

は
３
年
前
。
各
地
で
オ
カ
リ
ナ

と
キ
ー
ボ
ー
ド
に
よ
る
演
奏
会

を
開
き
、
活
躍
さ
れ
て
い
る
長

野
県
在
住
の
夫
婦
「
さ
と
う
と

も
に
」
さ
ん
の
コ
ン
サ
ー
ト
に

行
っ
た
の
が
き
っ
か
け
で
す
。
そ

の
澄
み
切
っ
た
音
色
に
癒
さ
れ
、

涙
し
た
私
は
、
実
際
に
オ
カ
リ

ナ
を
吹
い
て
み
た
い
と
思
い
、

さ
っ
そ
く
体
験
会
に
参
加
。
現

在
は
、
網
野
・
弥
栄
・
久
美
浜

町
に
教
室
を
持
つ
ラ
イ
リ
ッ
シ
ュ

オ
カ
リ
ナ
連
盟
に
参
加
し
、
メ

ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
市
総

合
文
化
祭
を
は
じ
め
、
地
域
の

行
事
や
介
護
施
設
、
市
外
の
ホ
ー

ル
な
ど
で
演
奏
会
を
実
施
し
て

い
ま
す
。

　

活
動
の
中
で
特
に
印
象
的

だ
っ
た
の
は
、
介
護
施
設
で
演
奏

を
聴
い
て
い
た
利
用
者
の
方
が
、

自
然
と
鈴
を
手
に
取
り
、
一
緒
に

参
加
し
て
く
れ
た
こ
と
。
オ
カ
リ

ナ
・
音
楽
の
持
つ
力
を
改
め
て
実

感
し
、
最
高
に
幸
せ
な
瞬
間
で

し
た
。

　

始
め
た
当
初
は
、
な
か
な
か

指
が
覚
え
ら
れ
ず
、
苦
労
し
ま

し
た
。
ま
た
、
テ
ン
ポ
の
速
い
曲

は
難
し
く
、
投
げ
出
し
そ
う
に
も

な
り
ま
し
た
が
、
熱
心
に
教
え
て

く
れ
る
先
生
の
お
か
げ
も
あ
り
、

今
で
は
、
自
分
を
癒
し
、
そ
し
て

成
長
さ
せ
て
く
れ
る
オ
カ
リ
ナ
を

“
呼
吸
”
の
一
部
の
よ
う
に
思
っ

て
い
ま
す
。

23 2014.10 2014.10 22
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慶け

い

徳と
く

院い
ん

は
、
峰
山
町
五
箇
に

あ
る
臨り

ん

済ざ
い

宗し
ゅ
う

の
お
寺
で
す
。
慶

徳
院
の
方ほ

う

丈じ
ょ
う

に
は
、
６
室
の
襖

40
面
と
天て

ん

袋ぶ
く
ろ

４
面
の
計
44
面
に

描
か
れ
た
障
壁
画
が
残
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
障
壁
画
は
、
水
墨
を
基
調
と

し
て
と
こ
ろ
ど
こ
ろ
に
淡た

ん

彩さ
い

を

交
え
て
描
か
れ
て
い
ま
す
。
描

か
れ
た
画
題
は
、
虎
ニ
岩が

ん

浪ろ
う

図ず

、
鶴つ

る

図ず

、
花か

鳥ち
ょ
う

図ず

、
竹ち

く

林り
ん

高こ
う

士し

図ず

、
山さ

ん

水す
い

図ず

、
百ひ

ゃ
く

老ろ
う

図ず

が
あ
り
ま
す
。
各
図
に
は
、
作

者
の
サ
イ
ン
で
あ
る
落ら

っ

款か
ん

や
印

章
が
あ
り
、
江
戸
時
代
後
期
の

画
家
長
沢
芦ろ

洲し
ゅ
う

（
１
７
６
７
～

１
８
４
７)
が
描
い
た
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。
芦
洲
は
、
円ま

る

山や
ま

応お
う

挙き
ょ

の
弟
子
で
あ
る
長
沢
芦ろ

雪せ
つ

の
弟
子
に
あ
た
り
ま
す
。

　
慶
徳
院
の
障
壁
画
は
、
作
風

か
ら
芦
洲
の
円
熟
期
の
作
と
考

え
ら
れ
て
い
ま
す
。
芦
洲
の
作

品
は
ほ
と
ん
ど
知
ら
れ
て
お
ら

ず
、
ほ
ぼ
完
全
な
形
で
大
作
が

残
っ
て
い
る
点
は
大
変
貴
重
で

す
。
以
上
の
点
が
評
価
さ
れ
、

昭
和
58
年
４
月
15
日
付
け
で
京

都
府
登
録
文
化
財
（
絵
画
）
に

登
録
、
昭
和
60
年
３
月
28
日
付

け
で
峰
山
町
指
定
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
（
文
化
財
保
護
課
）

慶
徳
院
の
障
壁
画
は
、
10
月
５
日
の

市
制
10
周
年
記
念
文
化
財
特
別
公
開

の
日
に
ご
覧
い
た
け
ま
す
。

京
丹
後
市
の
文
化
財 

102

慶
徳
院 

方
丈
障
壁
画

数少ない長沢芦洲の大作
▲慶徳院障壁画（慶徳院所蔵）

慶 徳 院

二箇郵便局

五箇保育所

至 久美浜↓

五箇小学校
文

　久美浜町蒲井・旭地域の振興策を考えるため、大手
前大学（兵庫県西宮市）の学生34人が本市を訪れ、8
月24日から28日までの5日間、夏合宿を実施しました。
　合宿は、「域学連携」事業（※）の一環で、京丹後市
内の資源を生かした活性化策や観光スイーツ開発、ラッ
ピングバスのデザインなどを考えるため、現地調査とし
て取り組まれたものです。
　学生は、ツリーハウスや海水浴場、アワビの養殖場、
京丹後七姫ゆかりの地などの見学のほか、定置網漁体験
や両区の住民らとの意見交換などを実施。今後、調査結
果のとりまとめを行い、今年10月を目途に報告会が行
われる予定です。　　
※地域連携のノウハウのある大学と地域が一緒になって、課

題解決や地域づくりに取り組むこと

大手前大生が夏合宿
久美浜町蒲井・旭地域の振興策を考える

　河川の上流から下流までの地域全体をきれいにし、森や
河川、海を維持、再生することを目的にまちの一斉清掃を
行う「水をつなぐクリーン大作戦」が９月13日、市内全
域で展開されました。
　この日、市内各地では、大小さまざまなクリーン作戦が
行われ、300人を超す市民のみなさんが、「水をつなぐ」
を合言葉に環境美化活動に汗を流しました。
　参加者からは、「この取り組みを一過性のものとせず、
家の周りだけでもきれいにする」「一人ひとりが身の回りの
日常の中で環境に目を向けるきっかけになれば」と感想が
寄せられました。
　同クリーン大作戦は、市環境基本計画推進委員会（浅
田武夫委員長）が企画し、毎年「歴史街道丹後100km
ウルトラマラソン」の前日に実施されており、今年で３回目。

地域を越え市民ら一斉清掃
「水をつなぐクリーン大作戦」市内全域で展開

◀
小
西
川
沿
い
の
遊
歩
道
（
ゆ
め
サ
ン
サ
ン

ロ
ー
ド
）
の
ご
み
拾
い
を
行
う
参
加
者
た
ち

◀
久
美
浜
沖
で
の
定
置
網
漁
を
見
学
す
る
学
生

た
ち

　この７月「海の京都」を象徴する京丹後の美しい浜辺
を活用する取り組みとして、「小天橋遊歩道」が開通しま
した。
　この遊歩道は、昭和50年に整備後、砂の堆積により
近年は歩くことができない状況でした。
　小天橋は、久美浜町の葛野から湊宮にかけて日本海と
久美浜湾を隔てる砂州で、約2万年前からの海面の上下
により形成。悠久の歴史により作られたジオパークの重
要なサイトになっています。
　市では、夕日ヶ浦から小天橋までの北近畿随一のロン

グビーチの活用を日本一の砂浜海岸づくりとして推進し
ており、今回開通した遊歩道は、ジオパークのウオーキ
ングイベント「京丹後市ジオトレッキング」のコースと
しても活用していきたいと思います。皆さんもぜひ、健
康づくりや散策に、この遊歩道をご利用ください。

（観光振興課）

小天橋遊歩道が開通
◀
開
通
し
た
小
天
橋
遊
歩
道

28
　
去
る
９
月
７
日
、「
日
本
自

殺
総
合
対
策
学
会
」
設
立
記

念
フ
ォ
ー
ラ
ム
が
東
京
で
開

催
さ
れ
、
発
起
人
の
一
人
と

し
て
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
こ
の
学
会
は
、
自

殺
の
な
い
、
生
き
心
地
の
良

い
社
会
づ
く
り
を
真
剣
に
目

指
し
て
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
の
清
水
代
表
を
中
心

に
、
民
間
の
皆
さ
ん
、
大
学
等
研
究
機
関
、

及
び
国
会
議
員
、
知
事
、
市
町
村
長
な
ど
50

名
に
も
の
ぼ
る
発
起
人
の
皆
さ
ん
が
結
集
し

全
国
に
呼
び
か
け
、
日
本
の
各
分
野
の
総
力

を
集
め
、
全
国
に
呼
び
か
け
、
政
策
作
り
、

社
会
の
仕
組
み
の
新
た
な
枠
組
み
を
作
ろ
う
、

と
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　
本
市
は
こ
れ
ま
で
か

ら
、
自
殺
の
な
い
ま
ち

づ
く
り
を
目
指
し
、
市

民
会
議
や
計
画
づ
く
り

な
ど
市
を
あ
げ
て
推
進

に
努
め
て
い
ま
す
が
、
自
殺
に
よ
り
亡
く
な

ら
れ
た
市
民
の
方
は
、
一
時
に
比
べ
格
段
に
少

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
の

問
題
、
お
一
人
の
大
切
で
尊
い
命
が
亡
く
な

ら
れ
る
こ
と
自
体
が
、
御
本
人
は
も
と
よ
り
、

御
家
族
は
じ
め
計
り
知
れ
ず
悲
し
く
、
つ
ら

い
こ
と
で
あ
り
、
社
会
的
な
原
因
如
何
の
問

題
に
か
か
わ
ら
ず
、
自
ず
と
自
殺
の
な
く
な

る
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
、
社
会
を
あ
げ
て

真
剣
で
粘
り
強
い
取
組
み
に
誠
心
誠
意
尽
く

し
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
欠
か
せ
ま
せ
ん
。

　
い
わ
ん
や
、
全
国
的
に
若
干
好
転
し
つ
つ

あ
る
と
は
い
え
、今
な
お
、年
間
２
万
７
千
人
、

１
日
70
人
を
超
え
る
方
が
自
殺
で
亡
く
な
ら

れ
て
い
る
状
況
は
、
極
め
て
異
常
で
あ
り
ま

す
。
社
会
保
障
や
福
祉
が
論
じ
ら
れ
て
い
る

そ
の
足
元
で
、
こ
の
社
会
の
土
台
に
気
が
つ

か
な
い
う
ち
に
大
き
な
穴
が
空
い
て
い
る
こ

と
を
示
す
よ
う
な
も
の
で
す
。
私
は
、
住
民
、

国
民
、
一
人
一
人
が
こ
の
状
況
を
自
ら
の
こ

と
と
し
て
捉
え
る
こ
と
、
同
時
に
、
全
国
の

自
治
体
が
自
分
た
ち
の
地
域
の
こ
と
、
自
分

自
身
の
こ
と
と
し
て
受
け
と
め
て
い
く
こ
と

が
と
て
も
大
切
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
そ
も
そ
も
行
政
は
、
教
育
や
医
療
、

福
祉
、
産
業
、
各
種
イ
ン
フ
ラ
整
備
な
ど
何

に
し
ろ
、
広
く
住
民
の
皆
さ
ん
の
活
動
や
生

活
、
そ
し
て
健
康
や
命
そ
の
も
の
を
支
え
、

守
る
こ
と
に
共
通
し
て
そ
の
本
分
が
あ
り
ま

す
。
こ
の
点
か
ら
は
、
自
殺
予
防
等
の
た
め

の
行
政
の
取
組
み
は
、“
人
の
い
の
ち
を
守
る
”

と
い
う
行
政
発
祥
の
一
番
根
本
の
と
こ
ろ
に

属
す
る
も
の
で
、
行
政
の
大
本
で
あ
り
、
福

祉
の
尊
い
“
原
点
”
で
あ
り
ま
す
。

　
と
り
わ
け
、
市
区
町
村
な
ど
の
基
礎
自
治

体
は
、
住
民
生
活
の
現
場
で
住
民
に
一
番
身

近
に
寄
り
添
っ
て
、
住
民
を
支
え
て
い
く
、
守

っ
て
い
く
と
い
う
こ
と
が
使
命
な
わ
け
で
す
か

ら
、
住
民
生
活
に
向
き
合
う
最
前
線
で
、
な

く
て
は
な
ら
な
い
社
会
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
、
い

の
ち
を
守
る
公
共
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
し

っ
か
り
と
張
り
巡
ら
せ
て
い
く
こ
と
こ
そ
、
最

優
先
で
取
り
組
ん
で
い
か
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
上
で
、
私
は
、
自
殺
予
防
の
上

で
は
対
症
的
、
応
急
的
な
対
策
、
対
応
、

い
ざ
と
い
う
と
き
の
“
命
の
駆
け
込
み

寺
”
の
機
能
が
と
て
も
大
切
で
、
ま
す
ま

す
の
充
実
が
当
然
求
め
ら
れ
る
わ
け
で
す
が
、

そ
れ
と
と
も
に
、
根
本
的
に
、
一
人
ひ
と
り

の
い
の
ち
に
真
剣
に
向
き
合
い
、
い
の
ち
が

尊
ば
れ
、
い
の
ち
が
一
番
大
切
に
さ
れ
る
社

会
、
そ
ん
な
社
会
を
全
国
の
自
治
体
の
皆
さ

ん
、
様
々
な
民
間
分
野
の
皆
さ
ん
、
何
よ
り

住
民
の
皆
さ
ん
達
と
と
も
に
、
皆
で
思
い
と

力
を
合
わ
せ
て
創
っ
て
い
く
、
そ
ん
な
社
会

の
体
質
づ
く
り
が
大
事
で
す
。
い
の
ち
を
支

え
る
た
め
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
気
が
つ

け
ば
肩
ひ
じ
張
ら
な
い
よ
う
な
自
然
な
形
で

何
重
に
も
何
重
に
も
張
り
巡
ら
さ
れ
て
い
る

よ
う
な
社
会
、
い
の
ち
を
守
る
“
み
え
な
い

福
祉
”
が
た
く
さ
ん
繰
み
込

ま
れ
て
い
る
社
会
、
社
会
の

体
温
の
ま
す
ま
す
健
全
な
温

暖
化
、
そ
ん
な
“
社
会
づ
く

り
”
と
い
う
視
点
が
、
こ
の

問
題
を
根
っ
こ
の
と
こ
ろ
で

解
消
に
つ
な
げ
て
い
く
上
で
と
て
も
大
切
に

思
い
ま
す
。

　
で
き
る
だ
け
多
く
の
社
会
の
構
成
員
の
皆

さ
ん
が
、「
自
殺
の
な
い
社
会
づ
く
り
」
の
た

め
の
今
回
設
立
さ
れ
た
学
会
の
趣
旨
、
願
い

を
共
有
し
て
い
た
だ
き
、
と
も
に
参
加
さ
れ
、

社
会
の
中
で
い
の
ち
が
支
え
ら
れ
、
い
の
ち

を
守
る
た
め
の
、
目
に
見
え
る
、
又
は
目
に

見
え
な
い
多
様
な
社
会
的
な
機
能
や
働
き
が

い
よ
い
よ
と
高
ま
っ
て
、
自
殺
に
決
し
て
至

ら
せ
る
こ
と
の
な
い
社
会
、
い
の
ち
が
一
番

大
切
に
さ
れ
る
、
真
心
あ
ふ
れ
る
社
会
が
ま

す
ま
す
実
現
さ
れ
ま
す
よ
う
、
心
か
ら
念
願

し
て
い
ま
す
。

�

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

い
の
ち
に
真
剣
に
向
き
合
い
、

　
い
の
ち
が
一
番
大
切
に
さ
れ
る
社
会
づ
く
り
を



　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

10/5（日）

 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

前売券
発売中

主催 / 京丹後市・（公財）京都府丹後文化事業団

 開演 14：00（開場：13：30）
	京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
	一般…前売り 2,500 円

　友の会 2,200 円（前売のみ）
　高校生以下…1,000 円　※当日各 500 円高

染弥改メ

林家菊丸襲名披露公演三
代
目

※未就学児は入場できません。 〈全席指定〉

日 月 火 水 木 金 土
28 29 30 10/1 ２ ３ 4
5 6 7 8 9 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31 11/1

　ちょっと敬遠しがちなＰＴＡ活動。
役員決め、行事、会計…。ＰＴＡの
役員、経験者に聞いた具体的な活動
やアイデアが紹介されています。こ
んな風にしたら、こんな風に考えたら
楽しくなるかも…。そんな活動のヒン
トが見えてくるかもしれません。

　4 人
にん

の絵
え

本
ほん

作
さっ

家
か

が絵
え

だけで
“しりとり”をして、1 冊

さつ

の絵
え

本
ほん

を作
つく

りました。どれがどの人
ひと

の
絵

え

かわかるかな。絵
え

を見
み

て最
さい

後
ご

までしりとりできるかな。「しり
とり」→「りんご」→「ごりら」
… 最

さい

後
ご

はどうやって終
おわ

わる？

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）

◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

■ 宮川　優（みやがわ ゆう）
京丹後コミュ二ティ放送・局長。FM たん
ごメインパーソナリティー。朝の情報番組

「たんご・モーニング・サンド！」（7：００～８：
58）を担当。年間を通してイベント MC
や各ナレーションにも多数出演

　秋分も過ぎ、これから冬至に向け
夜が長くなってきますね。仕事終え
て帰る頃には太陽ではなく街の光が
輝いていることかと思います。でも、
輝いているのは街だけではありませ
ん。暗いはずの海の水平線上が煌

こう

々
こう

と明かりに灯されています。そう、
漁
いさり

火
び

です！イカ漁の季節ですね～。
　そんな旬の「イカ」と「地元産野
菜」をふんだんに使ったお料理を味
わってみませんか？オススメしたい
のが「久美浜湾 deランチ（秋バー
ジョン）」！これは久美浜へもっと多
くの方が訪れてほしいという思いか
ら、久美浜まるごとプロデュース協
議会が春に続き実施しているもので
す。久美浜町内にある13の店舗が
食材の特徴を生かし、和・洋・イタ
リアン等のオリジナルランチを提供
されています。コース料理もあれば、

会席、定食、丼、1品料理とさまざま。
よく皆さんも、気の合う仲間と食事
に行く時って「どこに行く？」って悩
みませんか？「久美浜湾 deランチ」
なら、「どれにする？」ってあれもこ
れもと迷ってしまうと思いますよ。そ
れだけ食欲をそそられるお料理ばか
りなんです。食には目がない私も早
速いただきましたが、まずボリュー
ムの多さにびっくり！！またペロッと
食べちゃった自分にもびっくり！！と
なると「体重が…（増）」ご心配な
く！メーンがイカと野菜という低カロ
リーの食材ですし、また地元産だか

ら新鮮！！安心していただくことがで
きます。お手ごろな価格も魅力の一
つですね。
　期間は11月30日までなので、1
軒と言わず 2軒、3軒とお立ち寄り
ください。予約制の店舗もあります
ので、まずは各市民局などに置いて
あるパンフレットをご覧ください。
　また、久美浜は豪商稲葉本家をは
じめたくさんの歴史・伝説・自然が
詰まった町でもあります。今年の秋、
ランチと合わせて久美浜をまるごと
堪能してみるのもイーカもね！（＾^ ）

たんご 遊優宮川優の 見聞録

秋の久美浜でランチはイカが？

                       　　　　
京丹後市からのお知らせ　

　月～金　7：53 ～ 7：58、16：54 ～ 16：59

市政情報番組 FM たんご FM79.4㎒ Check

《２０１４ 第68回読書週間》
　
10
月
27
日
（
月
）
～
11
月
９
日
（
日
）
は
、

第
68
回
「
読
書
週
間
」
で
す
。
今
年
の
標

語
は
、「
め
く
る 

め
ぐ
る 

本
の

世
界
」。
読
書
の
秋
、
図
書
館
で

心
に
残
る
一
冊
を
探
し
て
み
ま

せ
ん
か
。

科
学
あ
そ
び
教
室
で
「
浮
沈
子
」
作
り
楽
し
む

市職員人事異動

教育委員会事務局

主任　松本　勝年
社会教育課弥栄地域公民館勤務

異 動 [９月１日付] ※カッコ内は前所属

退 職 [８月31日付]

（教育委員会事務局社会教育課久美浜地域公民館勤務）

教育委員会事務局

主事　中村　賢吾
社会教育課弥栄地域公民館勤務

お詫びと訂正
　9月号6㌻の京丹後市広報ガイドの中で、
ＦＭたんごの周波数が794となっていまし
たが、正しくはFM79.4MHzです。また、
14・15㌻まちのわだいの中で、弥栄町芋
野区長の名前が新井慶

・
廣
・
区長となっていま

したが、正しくは新井孝
・
弘
・
区長です。

　

科
学
の
本
に
も
興
味
を

持
っ
て
も
ら
お
う
と
、
あ
み
の

図
書
館
で
８
月
20
日
、
小
学
生

を
対
象
に
科
学
あ
そ
び
教
室

を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
回
は
「
う
か
ぶ
？
し
ず

む
？
」
と
題
し
て
、
さ
ま
ざ
ま

な
も
の
を
水
に
浮
か
べ
る
実
験

や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
中
で
「
お

魚
」
が
浮
い
た
り
沈
ん
だ
り
す

る
「
浮ふ

沈ち
ん

子し

」
作
り
を
実
施
。

子
ど
も
た
ち
は
、
水
の
量
を
調

節
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
浮

沈
子
を
完
成
さ
せ
、
楽
し
ん
で

い
ま
し
た
。

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

nav i nav inav inav inav i nav inav i

　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正解者
の中から抽選で 5 人に図書カード 500 円分をプレゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）
②住所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報
紙の感想やイラスト、取り上げてほしいテーマなど
をご記入の上、秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙
を参照）。なお、お寄せいただいた感想やイラストは
広報紙に掲載することがあります。※⑥の項目も忘
れずにご記入ください。

◆応募締切
10 月 15 日（水）当日消印有効。当選者の発表は
11月号のこのコーナーで。

◆９月号の答え
問１…海　問２…２　問３…宇宙

◆９月号当選者
岸田朋子さん（網野町）、木下護さん（峰山町）、山本信
枝さん（網野町）、廣野恭子さん（大宮町）、司馬直美さ
ん（峰山町）
応募総数 21人、全員正解でした。ご応募ありがとうございま
した。

問１ 今月号の特集は「森
も

林
り

に○○○を」
問２ 「京丹後市高齢者○○○」が開講
問３ 違いを豊かさへ「多文化○○」のすすめ

広報クイズ
講
師
の
ブ
レ
ン
ダ
・
ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん
（
右
）

に
質
問
す
る
受
講
生
た
ち

　
市
国
際
交
流
協
会
で
は
、
市
内
在
住

の
外
国
人
市
民
の
方
を
講
師
と
し
て
、

英
語
・
中
国
語
講
座
を
各
５
回
に
わ
た

り
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
９
月
14
日
、
峰
山
地
域
公
民
館
で
開

催
し
た
２
回
目
の
英
語
講
座
に
は
21

人
が
参
加
。
天
候
や
気
候
の
表
現
に
つ

い
て
、
問
題
に
取
り
組
ん
だ
り
、
講
師

の
ブ
レ
ン
ダ
・
ホ
ー
プ
リ
ー
さ
ん
（
南

ア
フ
リ
カ
出
身
）
と
会
話
し
た
り
し
て

学
び
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
、「
英
語
を
母
国
語
と
す

る
講
師
か
ら
実
践
的
に
学
べ
る
絶
好

の
機
会
。
カ
タ
コ
ト
で
も
ど
ん
ど
ん
英

語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
っ

て
い
き
た
い
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

外国語でコミュニケーションを

■おえかきしりとり 新井 洋行・鈴木 のりたけ・高
畠 那生・よしなが こうたく／作

講談社

■ＰＴＡをけっこう
   ラクにたのしくする本

大塚 玲子／著
太郎次郎社エディタス

浮
沈
子
づ
く
り
を
楽
し
む
参
加
者

た
ち

2627 2014.10 2014.10
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男　	28,239人	（－23）
女　	30,477人	（－25）
計	 　58,716人	（－48）
世帯数	 22,681世帯	（± 0）
9 月1日現在、カッコ内は前月比。

住民基本台帳（外国人含む）による。

人口・世帯数

振り込め詐欺にだまされないで!!

活
動
の
様
子
を
語
る
小
牧
さ
ん54

NPO 法人二人を結ぶ親の集い

会長 小牧 誠一郎 さん（81）　　　　　　　　　  
大宮町口大野

親
同
士
を
結
び
　
　
　

　
　
縁
を
導
く

　
独
身
の
子
ど
も
を
持
つ
親
同
士
が
縁
談
を
す

す
め
る
こ
と
を
支
援
す
る
、
N
P
O
法
人
「
二

人
を
結
ぶ
親
の
集
い
」
の
会
長
を
務
め
る
小
牧

誠
一
郎
さ
ん（
81
）。
少
子
化
を
は
じ
め
、未
婚
化
、

晩
婚
化
に
伴
う
人
口
減
少
の
一
助
と
し
て
、
奮
闘

す
る
小
牧
さ
ん
に
活
動
の
様
子
を
伺
っ
た
。

♦　
　
　
　
♦　
　
　
　
♦

　
地
方
の
人
口
減
が
問
題
視
さ
れ
る
中
、
平
成
19
年

（
２
０
０
７
年
）、
知
人
の
呼
び
掛
け
に
賛
同
し
、
府

内
初
の
親
に
見
合
い
相
手
を
探
す
場
を
提
供
す
る
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
の
活
動
に
参
画
。
２
年
後
、
同
法
人
の
解

散
を
機
に
、
21
年
３
月
、
活
動
の
存
続
を
求
め
る
声

も
あ
り
、
長
男
の
敬
典
さ
ん
ら
と
と
も
に
、「
二
人
を

結
ぶ
親
の
集
い
」
を
新
設
し
た
。

　
「
人
の
縁
を
取
り
持
つ
こ
と
は
、
容た

易や
す

い
こ
と
で

は
な
い
。
で
も
、
こ
の
ま
ま
で
は
何
も
始
ま
ら
な
い
。

何
と
か
し
な
け
れ
ば
と
い
う
使
命
感
か
ら
」
と
活
動

の
き
っ
か
け
を
話
す
小
牧
さ
ん
。
昭
和
54
年
、
大
宮

町
議
会
議
員
に
初
当
選
、
京
都
府
議
会
議
員
、
平
成

12
年
に
は
、
府
議
会
議
長
に
就
任
し
、
地
域
が
抱
え

る
課
題
や
問
題
、
環
境
の
変
化
な
ど
に
直
面
し
て
き

た
。
そ
う
い
っ
た
社
会
全
体
を
考
え
る
活
動
を
し
て

き
た
か
ら
こ
そ
、
今
が
あ
る
の
で
は
と
振
り
返
る
。

　
小
牧
さ
ん
は
、
月
２
回
程
度
、
京
阪
神
を
中
心
に
、

親
が
集
う
交
流
会
を
開
催
し
精
力
的
に
活
動
を
続
け

て
い
る
。
法
人
設
立
か
ら
５
年
が
経
過
し
た
今
、
交

流
会
は
、
１
０
０
回
を
数
え
、
述
べ
５
千
人
が
参
加
。

成
婚
し
た
カ
ッ
プ
ル
は
70
組
を
超
え
て
い
る
。

　
「
親
の
雰
囲
気
や
ふ
る
ま
い
を
見
れ
ば
、
あ
る
程
度

の
こ
と
が
分
か
り
、
安
心
感
が
得
ら
れ
る
。
書
面
だ

け
で
は
な
く
、
親
同
士
が
交
流
す
る
こ
と
に
意
義
が

あ
る
」
と
話
し
、
中
に
は
、
20
回
を
超
え
る
参
加
者

も
あ
る
と
い
う
。
続
け
て
、「
携
わ
っ
た
二
人
の
吉
報

が
何
よ
り
の
励
み
。
知
ら
せ
を
聞
い
た
時
は
、
自
分

の
こ
と
の
よ
う
に
嬉
し
い
」
と
笑
み
を
浮
か
べ
た
。

　
「
地
域
に
と
っ
て
“
人
は
宝
”。
そ
こ
に
住
む
人
が

生
き
生
き
と
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
環
境
を
つ
く
ら
な

い
と
衰
退
し
て
し
ま
う
」
と
小
牧
さ
ん
。
議
員
時
代

の
幅
広
い
経
験
に
基
づ
く
発
言
に
重
み
が
増
す
。　

　
確
固
た
る
信
念
の
も
と
、
常
に
未
来
を
見
据
え
て

活
動
を
続
け
て
き
た
。
要
職
時
に
は
、
子
ど
も
た
ち

に
夢
と
目
標
を
与
え
ら
れ
る
よ
う
、
22
年
続
く
オ
リ

ン
ピ
ッ
ク
金
メ
ダ
リ
ス
ト
に
よ
る
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
教

室
や
少
年
野
球
大
会
な
ど
の
開
催
に
尽
力
。
平
成
５

年
に
は
、
地
元
区
の
秋
祭
り
で
「
太
刀
振
り
」
を
奉

納
す
る
た
め
、
母
体
づ
く
り
に
力
を
注
い
だ
。「
祭
り

は
、
人
と
人
を
結
ぶ
大
切
な
行
事
。
友
達
や
親
子
、

地
域
と
の
交
流
を
通
じ
て
、
ふ
る
さ
と
の
思
い
出
を

作
っ
て
あ
げ
た
い
。
思
い
出
は
将
来
、
子
ど
も
た
ち

の
励
み
と
な
り
、
心
の
支
え
と
な
る
」
と
熱
く
語
る
。

　

主
に
都
市
部
で
活
動
を
続
け
る
小
牧
さ
ん
だ
が
、

地
元
丹
後
で
良
い
縁
を
得
た
い
と
い
う
親
の
声
も
取

り
入
れ
、
新
た
な
事
業
に
着
手
し
た
。
交
流
会
へ
の

参
加
率
は
、
都
市
部
に
比
べ
て
低
い
た
め
、
事
前
登

録
制
の
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
。
登
録
し
た
会
員
は
写
真

と
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
を
提
出
し
、
同
法
人
が
作
る
会
員

ア
ル
バ
ム
を
内
覧
し
て
相
手
を
探
す
と
い
う
も
の
で
、

小
牧
さ
ん
が
お
見
合
い
の
仲
介
役
と
な
る
。「
府
北
部

で
の
人
口
減
少
を
食
い
止
め
る
意
味
で
も
役
に
立
て

れ
ば
」
と
話
す
。

　
９
月
に
は
、府
が
実
施
す
る「
婚
活
マ
ス
タ
ー
」
の
講

習
に
応
募
し
、
自
己
啓
発
に
も
意
欲
的
だ
。
活
動
は
、

「
地
域
へ
の
ご
恩
返
し
で
も
あ
る
」
と
力
を
込
め
た
。

80
歳
を
越
え
て
も
な
お
続
く
活
躍
は
、
ま
さ
に
“
縁エ

ン

”

ド
レ
ス
―　
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▼
今
月
号
の
特
集
は
「
森も

林り

に
ヒ

カ
リ
を
」。
京
丹
後
の
森
林
事
情

や
森
と
関
わ
る
人
た
ち
の
取
り

組
み
に
迫
ろ
う
と
、
子
ど
も
の
頃

の
よ
う
に
、
何
度
も
森
に
足
を
運

び
ま
し
た
▼
“
豊
か
な
森
”
と
聞

く
と
、
新
緑
の
天
然
林
の
イ
メ
ー

ジ
が
強
い
で
す
が
、「
展
示
林
」

と
し
て
設
定
さ
れ
る
よ
う
な
、
理

想
的
な
人
口
林
が
京
丹
後
に
も

あ
り
ま
す
。
太
く
真
っ
直
ぐ
伸
び

る
木
々
の
間
か
ら
、
日
差
し
が

差
し
込
む
と
キ
ラ
キ
ラ
輝
い
て

見
え
ま
し
た
▼
「
貯
金
す
る
よ
り

も
、
木
を
植
え
る
ほ
う
が
良
い
」

と
言
わ
れ
た
時
代
が
あ
っ
た
そ

う
で
す
が
、
昔
ほ
ど
必
要
と
さ
れ

な
く
な
っ
て
い
る
現
在
。“
豊
か

な
森
を
残
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
”
と
言
わ
れ
て
も
、「
な

ぜ
今
森
な
の
？
」
と
思
う
方
も
い

る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
▼
し
か
し
、

植
樹
さ
れ
た
木
が
成
長
し
、
手
入

れ
も
さ
れ
ず
、
森
が
本
来
の
役
割

を
失
い
つ
つ
あ
る
今
。
取
材
を
通

し
て
、
森
は
私
た
ち
の
木●

使
い
を

必
要
と
し
て
い
る
こ
と
を
肌
で

感
じ
ま
し
た
／
光
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